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Ⅰ 業務の実施状況 

１．令和２事業年度の業務の実施状況 

（１）競馬の実施等 

① 競馬の開催状況 

・開催回数 36 回  ・開催日数 288 日 

（内訳） 

競馬場 開催回数 開催日数 競馬場 開催回数 開催日数 

札幌競馬場 ２回 14 日 東京競馬場 ５回 45 日 

函館競馬場 ２回 12 日 中京競馬場 ３回 23 日 

福島競馬場 ３回 20 日 京都競馬場 ４回 37 日 

新潟競馬場 ４回 26 日 阪神競馬場 ６回 48 日 

中山競馬場 ５回 43 日 小倉競馬場 ２回 20 日 

 

② 発売金及び開催競馬場入場人員 

発 売 金     3 兆 0,004 億 8,167 万 4,200 円  

入場人員  99 万 0,970 名  

 

③ 国庫納付金 

第１国庫納付金 2,991 億 1,872 万 3,780 円  

第２国庫納付金  307 億 6,446 万 8,332 円  

   

④ 主な業績項目の数値 

項    目 数   式 当該事業年度数値 

競馬開催計画 

達成率 

開催回数 開催実施回数／開催計画回数   100％ 

開催日数 開催実施日数／開催計画日数   100％ 

職員一人当り 

の効率 

対売上収入 売得金額／職員数   1,681,386千円 

対入場人員 入場人員数／職員数   557名 

対売上収益率 剰余金／売得金額 2.05％ 
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（２）馬主、馬（競走馬）及び服色の登録 

        〔ＪＲＡ所属〕            〔その他〕※ⅰⅱ 

登録の種類 登録の数 取消の数 本事業年度末数 国際関係 地方関係 

馬主の登録 135 名  104 名  2,599 名  1(8)名  31 名  

競走馬登録  5,330 頭   5,222 頭  8,911 頭  1(1)頭  79 頭  

服色の登録 134 件  108 件  2,004 件   1(8)件   ―   

 
※ⅰ「国際関係」：国際交流競走に係わる登録の数（カッコ内は取消の数） 
 ⅱ「地方関係」：地方競馬との指定交流競走に係わる登録の数（取消の数は登録と同数） 

 

（３）調教師及び騎手の免許  

        〔ＪＲＡ所属〕※ⅰⅱ    〔その他〕※ⅲⅳⅴⅵ 

免許の種類 
免許 

の数 

取消 

の数 

本事業 

年度末数 
短期 

国際 

関係 

特別 

条件 

地方 

関係 

調教師の免許 195 名  2 名 194 名 ―  1 名 ― 70 名 

騎手の免許 140 名  6 名 135 名 7 名  0 名 0 名 49 名 

 
※ⅰ「免許の数」： 3月1日付免許者数 
ⅱ「取消の数」： 免許期間を満了せずに事業年度途中で取り消した者の数 

 ⅲ「短期」   ： 臨時試験による短期騎手免許者数（延人数） 
 ⅳ「国際関係」： 国際交流競走・国際騎手招待競走に係わる免許者数（延人数） 
 ⅴ「特別条件」： 特別条件該当者に対する臨時試験による１日限定の免許者数 
 ⅵ「地方関係」： 地方競馬との指定交流競走に係わる免許者数（延人数） 

 

（４）競走馬の育成 

日高育成牧場及び宮崎育成牧場において、育成研究を目的として市場購買馬（令和元

年購買の 2歳馬 75 頭及び令和 2年購買の 1歳馬 75 頭）の育成を行いました。 

また、日高育成牧場及び宮崎育成牧場において、生産育成研究を目的としてＪＲＡ生

産馬（当歳馬 9 頭、1歳馬 9 頭及び 2 歳馬 9 頭）の育成を行いました。 

 

（５）騎手の養成・訓練 

競馬学校において騎手の養成を行い、4名が卒業しました。令和２事業年度末現在の

在校者数は 25 名となっています。  
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（６）日本中央競馬会法第 19 条第２項第４号に掲げる業務 

上記（１）～（５）の業務のほか、競馬の健全な発展を図るため必要な業務を行い

ました。 

そのうち、特別振興資金を使用して、競馬振興事業を実施しました。 

 合計金額   11,716,895,378 円 

   

（７）畜産振興事業 

特別振興資金を使用して、畜産振興事業を実施しました。 

合計金額  3,961,316,004 円 

 

（８）払戻金への上乗せ 

特別振興資金を使用して、１号給付金及び２号給付金を払戻金に上乗せしました。 

１号給付金 3,239,433,090 円 

２号給付金 3,382,427,970 円 

合計金額 6,621,861,060 円 

 

（９）競走馬生産振興業務への交付 

地方競馬全国協会が行う「競走馬生産振興業務」に対して、特別振興資金を使用し

て、交付金を交付しました。 

合計金額 2,316,000,000 円 

 

（10）認定競馬活性化計画補助業務への交付 

地方競馬全国協会が行う「認定競馬活性化計画補助業務」に対して、特別振興資金

を使用して、交付金を交付しました。 

合計金額 2,739,863,495 円 

 

（11）借入金、財政投融資資金及び国庫補助金等による資金調達の状況 

該当ありません。 
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２．前事業年度までにおける業務の実施状況 

（１）競馬の実施等 

① 競馬の開催状況 

事業年度 平成 29 年 平成 30 年 令和元年 

 開催回数 開催日数 開催回数 開催日数 開催回数 開催日数 

札幌競馬場 ２回 12 日 ２回 12 日 ２回 12 日 

函館競馬場 ２回 12 日 ２回 12 日 ２回 12 日 

福島競馬場 ３回 20 日 ３回 20 日 ３回 20 日 

新潟競馬場 ３回 26 日 ３回 26 日 ３回 26 日 

中山競馬場 ５回 41 日 ５回 41 日 ５回 41 日 

東京競馬場 ５回 45 日 ５回 45 日 ５回 45 日 

中京競馬場 ４回 26 日 ４回 26 日 ４回 26 日 

京都競馬場 ５回 44 日 ５回 44 日 ５回 44 日 

阪神競馬場 ５回 42 日 ５回 42 日 ５回 42 日 

小倉競馬場 ２回 20 日 ２回 20 日 ２回 20 日 

合 計 36 回 288 日 36 回 288 日 36 回 288 日 

 

② 発売金及び開催競馬場入場人員 

事業年度 発 売 金 入場人員 

平成 29 年 2,768,992,863,200 円 6,175,238 名 

平成 30 年 2,816,163,708,300 円 6,266,912 名 

令和元年 2,911,708,501,300 円 6,236,197 名 

 

③ 国庫納付金 

事業年度 第１国庫納付金 第２国庫納付金 

平成 29 年 275,783,957,790 円  29,657,225,757 円  

平成 30 年 280,587,814,500 円  27,734,370,621 円  

令和元年 289,956,228,310 円  30,571,837,819 円  
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④ 主な業績項目の数値 

項    目 平成 29 年 平成 30 年 令和元年 

競馬開催計画 

達成率 

開催回数  100％  100％  100％ 

開催日数  100％  100％  100％ 

職員一人当り 

の効率 

対売上収入 1,568,736 千円 1,591,536 千円 1,642,811 千円 

対入場人員  3,512 人  3,554 人  3,533 人 

対売上収益率    2.15％  1.97％  2.10％ 

 

（２）馬主、馬（競走馬）及び服色の登録 

① 馬主の登録 

          〔ＪＲＡ所属〕             〔その他〕※ⅰⅱ 

事業年度 登録の数 取消の数 当該事業年度末数 国際関係 地方関係 

平成 29 年 135 名  117 名  2,400 名   5(5)名  38 名  

平成 30 年 176 名  103 名  2,473 名   5(7)名  71 名  

令和元年 165 名  70 名  2,568 名   0(2)名  31 名  

 

② 競走馬登録 

          〔ＪＲＡ所属〕             〔その他〕※ⅰⅱ 

事業年度 登録の数 取消の数 当該事業年度末数 国際関係 地方関係 

平成 29 年  5,358 頭   5,192 頭  8,428 頭  7(7)頭  106 頭  

平成 30 年  5,392 頭   5,223 頭  8,597 頭  7(7)頭  116 頭  

令和元年  5,528 頭   5,322 頭  8,803 頭  0(0)頭  76 頭  

 

③ 服色の登録 

          〔ＪＲＡ所属〕               〔その他〕※ⅰ 

事業年度 登録の数 取消の数 当該事業年度末数 国際関係 

平成 29 年 140 件  132 件  1,904 件    5(5)件  

平成 30 年 136 件  105 件  1,935 件    5(7)件  

令和元年 132 件  89 件  1,978 件    0(2)件  

※ⅰ「国際関係」：国際交流競走に係わる登録の数（カッコ内は取消の数） 
ⅱ「地方関係」：地方競馬との指定交流競走に係わる登録の数（取消の数は登録と同数） 
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（３）調教師及び騎手の免許 

① 調教師の免許 

         〔ＪＲＡ所属〕※ⅰⅱ          〔その他〕※ⅳⅴ 

事業年度 免許の数 取消の数 当該事業年度末数 国際関係 地方関係 

平成 29 年 200 名 0 名 200 名  7 名  94 名 

平成 30 年 193 名 1 名 192 名  7 名  105 名 

令和元年 190 名 0 名 190 名 0 名  68 名 

 

② 騎手の免許 

         〔ＪＲＡ所属〕※ⅰⅱ   〔その他〕※ⅲⅳⅴⅵ 

事業年度 
免許 

の数 

取消 

の数 

本事業 

年度末数 
短期 

国際 

関係 

特別 

条件 

地方 

関係 

平成 29 年 136 名  2 名 134 名 14 名 12 名 ― 101 名 

平成 30 年 137 名 4 名 133 名 16 名 12 名 ― 97 名 

令和元年 141 名  3 名 138 名 12 名  5 名 1 名 71 名 

 
※ⅰ「免許の数」： 3月1日付免許者数 
ⅱ「取消の数」： 免許期間を満了せずに事業年度途中で取り消した者の数 

 ⅲ「短期」   ： 臨時試験による短期騎手免許者数（延人数） 
 ⅳ「国際関係」： 国際交流競走・国際騎手招待競走に係わる免許者数（延人数） 
 ⅴ「特別条件」： 特別条件該当者に対する臨時試験による１日限定の免許者数 
 ⅵ「地方関係」： 地方競馬との指定交流競走に係わる免許者数（延人数） 

 

（４）競走馬の育成 

事業年度 育成頭数 （内訳） 当歳馬 1 歳馬 2 歳馬 

平成 29 年 167(19)頭   6(6)頭  79(5)頭  82(8)頭  

平成 30 年 169(20)頭   9(9)頭  81(6)頭  79(5)頭  

令和元年 174(24)頭   9(9)頭  84(9)頭  81(6)頭  

※ ( )内は育成したＪＲＡ生産馬の頭数（内数） 
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（５）騎手の養成・訓練 

事業年度 競馬学校卒業者数 当該事業年度末在校者数 

平成 29 年 5 名 18 名 

平成 30 年 3 名 21 名 

令和元年 7 名 21 名 

 

（６）日本中央競馬会法第 19 条第２項第４号に掲げる業務 

① 平成 29 年、平成 30 年及び令和元年の各事業年度において、上記（１）～（５）

の業務のほか、競馬の健全な発展を図るため必要な業務を実施しました。 

② 競馬振興事業 

事業年度 金 額 

平成 29 年 7,465,342,865 円  

平成 30 年 11,326,885,926 円  

令和元年 25,880,584,536 円  

   

（７）畜産振興事業 

事業年度 金 額 

平成 29 年 3,958,595,216 円  

平成 30 年 3,894,828,490 円  

令和元年 4,566,022,535 円  

 

（８）払戻金への上乗せ 

事業年度 金 額 （内訳） １号給付金 ２号給付金 

平成 29 年 6,141,790,280 円   3,125,295,820 円  3,016,494,460 円  

平成 30 年 6,449,545,420 円   3,078,455,120 円  3,371,090,300 円  

令和元年 6,471,668,810 円   3,161,942,790 円  3,309,726,020 円  

 

 

 



- 8 - 

 

（９）競走馬生産振興業務への交付 

事業年度 金 額 

平成 29 年 1,000,000,000 円 

平成 30 年 2,455,000,000 円 

令和元年 1,320,000,000 円  

 

（10）認定競馬活性化計画補助業務への交付 

事業年度 金 額 

平成 29 年 4,410,370,016 円  

平成 30 年 737,793,099 円  

令和元年 1,150,264,300 円  

 

（11）借入金、財政投融資資金及び国庫補助金等による資金調達の状況 

   平成 29 年、平成 30 年及び令和元年の各事業年度について、該当ありません。 
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Ⅱ 日本中央競馬会の概要 

１．業務の内容 

  日本中央競馬会は、競馬の健全な発展を図って馬の改良増殖その他畜産の振興に寄与

することを目的とし、その目的を達成するため次の業務を行うことが法定されています。 

（１）業務内容 

① 中央競馬の実施 

② 馬主、馬（競走馬）及び服色の登録 

③ 調教師及び騎手の免許 

④ 競走馬の育成 

⑤ 騎手の養成・訓練 

⑥ 競馬法第 21 条に基づき委託を受ける競馬の実施に関する事務 

⑦ その他競馬の健全な発展を図るため必要な業務 

⑧ 畜産振興事業等について助成することを業務とする法人に対し、当該助成に必要

な資金の全部又は一部を交付する業務 

⑨ 競馬法附則第５条第１項第１号及び第２号に規定する当該勝馬投票の的中者に

対し、給付金を交付する業務 

⑩ 地方競馬全国協会が行う競走馬生産振興業務に対し、交付金を交付する業務（令

和４事業年度までの間）   

⑪ 地方競馬全国協会が行う認定競馬活性化計画補助業務に対し、交付金を交付する

業務（令和４事業年度までの間） 

 

（２）根拠規定  

日本中央競馬会法（昭和 29 年 7 月 1 日法律第 205 号）第 19 条 

競馬法（昭和 23 年 7 月 13 日法律第 158 号）附則第５条及び第８条 
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２．各事務所の所在地 

名  称 郵便番号 住   所 電話番号 

本       部 

馬 事 公 苑         

競 馬 学 校         

競走馬総合研究所 

日 高 育 成 牧 場         

宮 崎 育 成 牧 場         

栗東トレーニング 
・センター 

美浦トレーニング 
・センター 

札 幌 競 馬 場         

函 館 競 馬 場         

福 島 競 馬 場         

新 潟 競 馬 場         

中 山 競 馬 場         

東 京 競 馬 場         

中 京 競 馬 場         

京 都 競 馬 場         

阪 神 競 馬 場         

小 倉 競 馬 場         

106-8401 

158-8523 

270-1431 

329-0412 

057-0171 

880-0036 

520-3085 
 

300-0493 
 

060-0016 

042-8585 

960-8114 

950-3301 

273-0037 

183-0024 

470-1132 

612-8265 

665-0053 

802-0841 

 港区六本木６丁目 11 番１号 

 世田谷区上用賀２丁目１番１号 

 白井市根 835 番地１ 

 下野市柴 1400 番４号 

 北海道浦河郡浦河町字西舎 535 番地の 13 

 宮崎市花ケ島町大原 2347 番地 

 栗東市御園 1028 番地 
 

 茨城県稲敷郡美浦村大字美駒 2500 番地 
 の 2 

 札幌市中央区北 16 条西 16 丁目１番１号 

 函館市駒場町 12 番２号 

 福島市松浪町９番 23 号 

 新潟市北区笹山 3490 番地 

 船橋市古作１丁目１番１号 

 府中市日吉町１番地の１ 

 豊明市間米町敷田 1225 番地 

 京都市伏見区葭島渡場島町 32 番地 

 宝塚市駒の町１番１号 

 北九州市小倉南区北方４丁目５番１号 

03-3591-5251 

03-3429-5101 

047-491-0333 

0285-44-0090 

0146-28-1211 

0985-25-3448 

077-558-0101 
 

029-885-2111 
 

011-726-0461 

0138-53-1021 

024-534-2121 

025-259-3141 

047-334-2222 

042-363-3141 

052-623-2001 

075-631-3131 

0798-51-7151 

093-962-3236 

 

 

３．資本金の総額及び政府の出資額並びにこれらの増減 

資本金の総額 政府の出資額 前期末比増減 

4,924,129,000 円 全額政府出資 ０  

 

 

４．役員の定数並びに各役員の氏名、役職、任期及び経歴等 （令和２年末現在） 

（１）役員の定数 

    理事長１人、副理事長１人、理事 10 人以内及び監事３人以内 
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（２）各役員の氏名、役職、任期、経歴 

役 職 氏 名 任  期 経 歴 

 
理 事 長     
 
副理事長 
 
常務理事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
理  事 
 
監  事 
 
監  事 
(非常勤) 
監  事 
(非常勤) 

 
後藤 正幸 
 
本川 一善 
 
木所 康夫 
 
木村 一人 
 
吉田 正義 
 
吉﨑  一郎 
 
福田 正二 
 
横田 貞夫 
 
臼田 雅弘 
 
上野 儀治 
 
小日向照夫 
 
田中佐知子 
 
小谷実可子 

 
2020 年 9月 12 日～2023 年 9月 11 日 

 

2020 年 3月 1日～2023 年 2月 28 日 

 

2019 年 3月 1日～2021 年 2月 28 日 

   

2019 年 3月 1日～2021 年 2月 28 日 

 

2019 年 3月 1日～2021 年 2月 28 日 

 

2019 年 3月 1日～2021 年 2月 28 日 

 

2019 年 3月 1日～2021 年 2月 28 日 

 

2019 年 3月 1日～2021 年 2月 28 日 

 

2019 年 3月 1日～2021 年 2月 28 日 

 

2020 年 3月 1日～2021 年 2月 28 日 

  

2019 年 10 月 1日～2021 年 9月 30 日 

 

2020 年 9月 16 日～2022 年 9月 15 日 

 
2020 年 9月 16 日～2022 年 9月 15 日 

 

日本中央競馬会常務理事 

 

農林水産事務次官 

 

日本中央競馬会理事 

 

日本中央競馬会 

総合企画部長 

日本中央競馬会競走部長 

 

日本中央競馬会 

  東京競馬場長 

日本中央競馬会審判部長 

       

日本中央競馬会 

     京都競馬場長 

日本中央競馬会広報部長 

 

日本中央競馬会競走部長 

 

日本中央競馬会人事部長 

 

弁護士 

 

ＮＰＯ法人 

日本ｵﾘﾝﾋﾟｱﾝｽﾞ協会理事 

 

（３）役員の異動 

① 2 月 29 日付けで町田勝弘副理事長、中村嘉宏理事が退任し、翌 3月 1日付けで本

川一善前参与が副理事長、上野儀治前競走部長が理事に任命されました。 

② 9 月 12 日付けで後藤正幸理事長が再任されました。 

③ 9 月 15 日付けで矢島匡監事が退任し、翌 9 月 16 日付けで田中佐知子監事が任命

されました。 

④ 9 月 16 日付けで小谷実可子監事が再任されました。  

⑤ 9 月 30 日付けで山下正行常務理事が退任しました。 
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５．職員の定数及びその増減（令和２年末現在） 

職員の定数 前期末比増減 

１，７７９人 １４人増 

 

６．日本中央競馬会の沿革 

 
昭和２９年 

 
○ 日本中央競馬会の設立（9 月 16 日） 
昭和 23 年に当時の「日本競馬会」の業務を継承したいわゆる

「国営競馬」を引き継いで、競馬法（昭和 23 年 7 月 13 日法律第
158 号）により競馬を行う特殊法人として、日本中央競馬会法（昭
和 29 年 7 月 1 日法律第 205 号）により設立 
 

 
平成３年 

 
○ 競馬法及び日本中央競馬会法の一部を改正する法律の施行 
① 馬主の登録制度並びに調教師及び騎手の免許制度の改善 
② 馬主登録等がより公正に行われるための審査会の設置 
③ 日本中央競馬会の剰余金を有効に活用するための特別振興資
金及び特別給付資金の新設 

④ 競馬振興事業及び畜産振興事業の新設 
⑤ 単勝式及び複勝式の勝馬投票の的中者に対し、特別給付金を
交付する特別給付業務の新設 

 
 
平成１７年 

 
○ 競馬法の一部を改正する法律の施行 
① 中央競馬の実施に関する事務を政令で定めるところにより都
道府県等に委託することができることを新たに規定 

② 勝馬投票券の購入等の制限の対象から成年である学生生徒が
除外 

③ 単勝式及び複勝式の払戻率を改正（特別給付業務は平成 16
年末までの分をもって終了） 

 
○ 「行政改革の重要方針」の閣議決定（12 月 24 日） 
① 現行の組織形態（特殊法人）を継続 
② 競馬の公正・中立性の確保上支障のない範囲において主務大
臣の関与・規制の緩和 

③ 競争入札への移行の促進、子会社等の統合、外部監査の導入
等を図ること 

 
 
平成１９年 

 
○ 競馬法及び日本中央競馬会法の一部を改正する法律の施行 
① 経営委員会の設置 
② 農林水産大臣の関与及び規制の緩和（規約についての関与の
緩和、役員の任免等に関して大臣認可を不要とすること等） 

③ １号給付金及び２号給付金を交付する業務の新設 
 

 
平成２４年 

 
○ 競馬法の一部を改正する法律の施行 
 払戻金の算出方法の見直し 
 

 
平成２７年 

 

 
○ 競馬法の一部を改正する法律の施行 
海外競馬の競走についての勝馬投票の実施 
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７．根拠法    日本中央競馬会法 

 

８．主務大臣   農林水産大臣 

 

９．経営委員会の概要（令和２年末現在） 

経営委員会は、日本中央競馬会法第８条の２の規定に基づいて設置され、農林水産大

臣が任命する委員６人及び理事長の７人により構成されています。 

（１）各委員の氏名、任期及び職名等 

氏  名 任  期 職  名  等 

 
片山 雅文 
 
小林 栄三 

(委員長) 
 

酒井 順子 
 
田島 優子 
 
眞鍋  昇 

 
山西健一郎 
(委員長代理) 
 

 
2019 年 9月 1 日～2022 年 8月 31 日 
  
2019 年 9月 1 日～2022 年 8月 31 日 
 
 
2019 年 9月 1 日～2022 年 8月 31 日 
 
2019 年 9月 1 日～2022 年 8月 31 日 
 
2019 年 9月 1 日～2022 年 8月 31 日 
 
2019 年 9月 1 日～2022 年 8月 31 日 
 

 
㈱産経新聞社 常勤監査役 
 
伊藤忠商事㈱ 名誉理事 
  
 
エッセイスト 
 
弁護士 
 
大阪国際大学 学長補佐 
 
三菱電機㈱ 特別顧問 
 

 

（２）経営委員会の開催概要 

① 第 1回経営委員会（1月 23 日） 

・ 令和元年度の中央競馬の実績の報告 

② 第 2回経営委員会（2月 14 日） 

・ 役員の任命について（案）の同意 

・ 令和２事業年度予算実施計画（案）の議決  ほか 

③ 第 3回経営委員会（3月 11 日） 

・ 令和元事業年度決算（案）の議決  

・ 新型コロナウイルス感染症に係る対応についての報告  ほか 

④ 第 4回経営委員会（5月 15 日～5月 21 日） ※書面表決 

・ 日本中央競馬会職員給与規程の一部改正について（案）の議決 

・ 令和元事業年度経営目標の達成状況の評価（案）の議決  ほか 

⑤ 第 5回経営委員会（7月 17 日） 
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・ 令和 3年から 5年までの設備投資中期計画（案）の議決 

・ 9 月 21 日の払戻金の率について（案）の議決  ほか 

⑥ 第 6回経営委員会（8月 21 日） 

・ 新型コロナウイルス感染症に係るＪＲＡの各種対応等についての報告  ほか 

⑦ 第 7回経営委員会（9月 15 日） 

・ ＪＲＡにおける競走馬の暑熱対策についての報告  ほか 

⑧ 第 8回経営委員会（10 月 15 日）  

・ 令和 3事業年度事業計画（案）（「開催計画」「重賞競走の改善」に係る部分）の

議決 

・ 新型コロナウイルス感染症に係るＪＲＡの支援についての報告  ほか 

⑨ 第 9回経営委員会（11 月 20 日） 

・ 令和 3事業年度経営目標（案）の決定 

・ 令和 3事業年度事業計画（案）の議決 

・ 令和 3事業年度収支予算（案）の議決 

・ 勝馬投票に係る金額の支払にクレジットカードを使用する方法の実施に関する

規約の一部改正について（案）の議決 

・ 12 月 13 日及び 12 月 20 日の払戻金の率について（案）の議決  ほか 

     

（３）委員の異動 

なし 
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１０．運営審議会の概要（令和２年末現在） 

日本中央競馬会法第 16 条の規定により、日本中央競馬会の業務の執行に関する重要事

項を調査審議するため、理事長が農林水産大臣の認可を受けて任命する者により構成さ

れる運営審議会が設置されています。 

（１）各委員の氏名、任期及び職名等 

氏  名 任  期 職  名  等 

 
大西  洋 

 
大八木 信行 

 
岡本 金彌 

 
川﨑 麻児 

 
木村  貢 

 
 

鈴木 淑子 
 

髙嶋 達佳 
 

武   豊 
 

橋田  満 
 
松本 好雄 

 

 
2019 年 9 月 16 日～2021 年 9 月 15 日 

 
2019 年 9 月 16 日～2021 年 9 月 15 日 

 
2019 年 9 月 16 日～2021 年 9 月 15 日 

 
2019 年 9 月 16 日～2021 年 9 月 15 日 

 
2019 年 9 月 16 日～2021 年 9 月 15 日 

 
 

2019 年 9 月 16 日～2021 年 9 月 15 日 
 

2019 年 9 月 16 日～2021 年 9 月 15 日 
 

2019 年 9 月 16 日～2021 年 9 月 15 日 
 

2019 年 9 月 16 日～2021 年 9 月 15 日 
 

2019 年 9 月 16 日～2021 年 9 月 15 日 
 

 
日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長 
 
日本馬主協会連合会 会長 
 
元 日本中央競馬会 副理事長 
 
日本画家 
 
日高軽種馬農業協同組合 
         代表理事組合長 
 
競馬ジャーナリスト 
 
(公社)企業メセナ協議会 会長 
 
日本騎手クラブ 会長 
 
(一社)日本調教師会 会長 
 
中央競馬馬主相互会 会長 

 

 

（２）運営審議会の開催概要 

① 第 1回運営審議会（3月 3日）※書面表決 

・ 令和元事業年度決算（案）について 

② 第 2回運営審議会（10 月 14 日） ※書面表決 

   ・ 令和 3事業年度事業計画（案）（「開催計画」「重賞競走の改善」に係る部分）に

ついて 

  ③ 第 3 回運営審議会（11 月 12 日） 

   ・ 令和 3事業年度事業計画（案）について 

・ 令和 3事業年度収支予算（案）について 

・ 勝馬投票に係る金額の支払にクレジットカードを使用する方法の実施に関する

規約の一部改正について（案） 
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（３）委員の異動 

なし 

 

 

１１．公正審査会議の概要（令和２年末現在） 

日本中央競馬会法第 20 条の規定に基づき、馬主の登録・抹消、調教師及び騎手の

免許・取消し、行政不服審査法による審査請求に対する裁決などについて意見を聴く

ため、理事長が学識経験者から公正審査委員を任命し、委員による公正審査会議を開

催しました。 

（１）各委員の氏名、任期及び経歴 

氏 名 任  期 経  歴 

 
石木 俊治 
 
石原  葵 
 
井上 美昭 
 
酒井 邦彦 
 
酒井 啓子 
 
 
福沢 恵子 
 
福地 献一 

 
2019 年 9月 7日～2021 年 9月 6 日 

 
2019 年 9月 7日～2021 年 9月 6 日 

 
2019 年 9月 7日～2021 年 9月 6 日 

 
2019 年 9月 7日～2021 年 9月 6 日 

 
2019 年 9月 7日～2021 年 9月 6 日 

 
 

2019 年 9月 7日～2021 年 9月 6 日 
 

2019 年 9月 7日～2021 年 9月 6 日 

 
元 内閣法制局第四部長 
 
元 日本中央競馬会副理事長 
 
元 関東管区警察局長 
 
元 広島高等検察庁検事長 
     
千葉大学グローバル 

関係融合研究センター長 
 

(公財)日本女性学習財団理事 
 
元 (株)朝日新聞社取締役 
 

 

（２）委員の異動 

なし 

 

（３）公正審査会議の開催概要 

①  第 1 回公正審査会議（1 月 17 日） 

②  第 2 回公正審査会議（2 月 7 日） 

・ 令和 2 年度調教師及び騎手免許について 

・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録 1 件） 

・ 馬主登録について（組合馬主の組合員追加 1 件） 

・ 馬主登録審査基準関連事項の見直しについて 
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・ 馬主登録取消ガイドラインの改正について 

③  第 3 回公正審査会議（3 月 13 日） 

・ 馬主登録について（相続馬限定 1 件） 

・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録 2 件） 

・ 公正審査会議運営規則の改正について 

④  第 4 回公正審査会議  ※書面審査（4 月 2 日～4 月 16 日） 

・ 馬主登録について（法人馬主代表者による個人馬主登録 1 件） 

⑤  第 5 回公正審査会議 ※休会 

⑥   第 6 回公正審査会議（6 月 18 日） 

・ 令和 2 年第 1 回馬主登録審査に係る馬主登録について（25 件） 

・ 馬主登録について（相続馬限定 1 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主代表者による法人馬主登録 1 件） 

・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録 3 件） 

・ 馬主登録について（組合馬主の組合員追加 1 件） 

⑦  第 7 回公正審査会議（7月 9 日） 

・ 令和 2年第 2回馬主登録審査に係る馬主登録について（53 件） 

・ 馬主登録について（相続馬限定 2件） 

・ 馬主登録について（法人馬主の代表者変更 2件） 

・ 馬主登録について（組合馬主の組合員追加 1 件） 

⑧  第 8 回公正審査会議 ※書面審査（9 月 3日～9 月 11 日） 

・ 馬主登録について（相続馬限定 3 件） 

・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録 3 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主の代表者変更 1件） 

⑨  第 9 回公正審査会議（10 月 9 日） 

・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録 1 件） 

・ 馬主登録について（組合馬主の組合員変更 1件） 

⑩  第 10 回公正審査会議（11 月 13 日） 

・ 令和2年第3回馬主登録審査に係る馬主の登録について（38件） 

・ 馬主登録について（個人馬主による法人馬主登録2件） 

・ 馬主登録について（組合馬主の組合員追加1件） 

⑪  第 11 回公正審査会議（12 月 9 日） 
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・ 令和 3年度調教師免許（新規）について 

・ 馬主登録について（個人馬主登録 2件）  

・ 馬主登録について（相続馬限定 1 件） 

・ 馬主登録について（法人馬主の代表者変更2件） 

・ 馬主登録について（法人馬主代表者による法人馬主登録1件） 

※ 上記以外に、緊急に審査する必要があったため下記のとおり書面審査を実施した。 

①  書面審査（7月 31 日～8月 7日） 

・ 馬主登録について（相続馬限定 2件） 
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Ⅲ 子会社等に関する事項 (令和２年末現在) 

１．子会社等の状況 

日本中央競馬会法施行規則（昭和 29 年農林省令第 56 号）第 10 条第３号に定める子会

社等の状況は以下のとおりです。 

（１）子会社：ＪＲＡシステムサービス㈱、ＪＲＡファシリティーズ㈱、日本馬匹輸送自

動車㈱、㈱中央競馬ピーアール・センター、日本スターティング・システム㈱、競馬

セキュリティサービス㈱ 

（２）関連会社：なし 

（３）関連一般社団法人等：(公財)競走馬理化学研究所、(公財)中央競馬馬主社会福祉財団、

(公財)競馬保安協会、(公財)馬事文化財団、(公財)軽種馬育成調教センター、(公財)全国競馬・

畜産振興会、(公財)ジャパン・スタッドブック・インターナショナル、(一 財 )グリーンチャ

ンネル、(公財)三木山人と馬とのふれあいの森協会、(一 財 )競馬共助会、(一 財 )日本中央競馬

会弘済会 

 

【日本中央競馬会と子会社等との関係を示した図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 
本 
中 

央 

競 

馬 

会 

【競馬会が直接出資している会社】 

○JRA システムサービス㈱ 

○JRA ファシリティーズ㈱ 

○日本馬匹輸送自動車㈱ 

○㈱中央競馬ピーアール・センター 

○日本スターティング・システム㈱ 

【子会社が出資している会社】 

○競馬セキュリティサービス㈱ 

【基本財産に対して競馬会が出捐している法人】 

○ 競走馬理化学研究所 ○ 全国競馬・畜産振興会 

○ 中央競馬馬主社会福祉財団 ○  

○ 競馬保安協会 ○ グリーンチャンネル 

○ 馬事文化財団 ○ 三木山人と馬とのふれあいの森協会 

○ 軽種馬育成調教センター  

【基本財産に対して競馬会の出捐がない法人】 

○ 競馬共助会        ○ 日本中央競馬会弘済会   
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２．子会社の名称、住所、資本金、事業内容、役員数、代表者の氏名、従業員数、日本中

央競馬会の所有する議決権の議決権の総数に対する割合及び日本中央競馬会との関係 

  子会社の名称・住所 

  代表者の氏名 

  資本金 

  競馬会の議決権所有割合 

主な事業内容 

売上高 

当期純利益 

利益剰余金 

(Ｒ1 決算額) 

役員数 

(うち常勤) 

従業員数 

競馬会との関係 

ア 売上高中の競馬会との取引額 

          (Ｒ1 実績) 

イ 競馬会との重要な取引の概要 

ウ 競馬会役員の兼任状況 

  (百万円) (人)  

ＪＲＡシステムサービス㈱ 

【平成 19 年 10 月設立】 

東京都江東区永代 1-14-5 

代表取締役社長 中村  嘉宏 

５００，０００千円 

５４．５％（子会社を含めた議決権

の所有割合１００％） 

・トータリゼータシステム及び

各種情報処理システム並びに

それらのシステムに関連する

機器の運用及び保守整備 

・競馬に関する情報の提供 

・各種機器・車両及び競馬用諸

設備の売買及び賃貸借並びに

それらに付帯する物品の売買

及び賃貸借 

１８，５５４  

４１９  

７，１０４  

１４  

（１１)  

５３８  

ア １４，９２５百万円 

イ ・トータリゼータシステム等

の運用保守管理業務 

  ・トータリゼータシステム等

のソフトウェア開発業務 

  ・競馬に関する情報提供シス

テムの運用業務 

  ・電子計算機等のリース業務 

ウ なし 

ＪＲＡファシリティーズ㈱ 

【平成 19 年 10 月設立】 

東京都中央区八丁堀 3-19-9 

代表取締役社長 横山  清弘 

３００，０００千円 

９４．９％（子会社を含めた議決権

の所有割合１００％） 

・建物、馬場、造園及び各種設

備の保守管理並びに関連資材

の販売 

・施設等の清掃、環境衛生、防

疫、廃棄物の管理及び警備 

・出走馬一覧表等各種刊行物の

作製及び版下作成 

・飼糧、敷料及び添加物等の輸

入並びに販売 

・損害保険代理業及び生命保険

の募集等 

２１，１９４  

 ８６９  

１１，１７４  

１６  

(１２)  

４４７  

ア １６，３７９百万円 

イ ・諸施設の清掃業務 

  ・レーシングプログラムの作

製 

  ・建物、設備、馬場等の設計

管理業務 

  ・損害保険代理業務 

ウ なし 

日本馬匹輸送自動車㈱ 

【昭和 22 年 8 月設立】 

東京都港区新橋 6-20-11 

代表取締役社長 谷﨑    潤 

３６，０００千円 

１００％ 

・競走馬の輸送 

 １，９４５  

７９  

１，４５０  

   ５  

  (３)  

９７  

ア １，９０４百万円 

イ ・競走馬輸送業務 

ウ なし 

㈱中央競馬ピーアール・センター 

【昭和 53 年 10 月設立】 

東京都港区新橋 4-5-4 

代表取締役社長 福井  紳弥 

２０，０００千円 

６４．３％（子会社を含めた議決権

の所有割合１００％） 

・競馬及び馬文化等に関する図

書及び印刷物の企画、編集、

制作、出版及び販売 

・競馬及び馬文化等に関する映

像業務、音声業務並びにその

機器の運用、開発、販売、賃

貸及び保守整備 

・競馬及び馬文化等に関する各

種情報の収集及び提供 

６，４５９  

２１６  

２，１６４  

   ７  

(４)  

１１９  

ア ３，３５３百万円 

イ ・映像伝送ネットワークシス 

テム運用保守管理業務 

  ・競馬実況中継放送代理業務 

ウ なし 

日本スターティング・システム㈱ 

【昭和 40 年 9 月設立】 

東京都港区西新橋 1-22-10 

代表取締役社長 水野  豊香 

１０，０００千円 

１００％ 

・発馬機及びその周辺機器等の

運用並びに保守整備 

・発馬機及びその周辺機器の賃

貸並びに販売 

・競走馬の発走に関する補助 

１，５４０  

１１５  

９５２  

  ７  

(４)  

７０  

ア １，５２１百万円 

イ ・発馬機作業及び機材輸送業

務 

ウ なし 

競馬セキュリティサービス㈱ 

【平成 4 年 11 月設立】 

東京都港区西新橋 3-2-1 

代表取締役社長 峯島  善弘 

１００，０００千円 

０％（子会社を含めた議決権の所有

割合１００％） 

・総合警備保障業務 

・労働者派遣業務 

 ３，５２３  

１４７  

２，３２８  

  ５  

(３)  

１１０  

ア ３，０８９百万円 

イ ・諸施設の常駐警備業務 

  ・競馬開催に係る警備業務、

案内業務及び競馬開催補

助業務 

ウ なし 
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３．関連一般社団法人等の名称、住所、基本財産、事業内容、役員数、代表者の氏名、職

員数及び日本中央競馬会との関係 

関連一般社団法人等の名称・住所 

代表者の氏名 

基本財産 

主な事業内容 
年間収入 

(Ｒ1 決算額) 

役員数 

(うち常勤) 

従業員数 

競馬会との関係 

ア 年間収入中の競馬会支出額 

         (Ｒ1 実績) 

イ 競馬会の業務との関係及び 

競馬会との重要な取引の概要 

ウ 競馬会役員の兼任状況 

  (百万円) (人)  

(公 財 )競走馬理化学研究所 

【昭和 40 年 8 月設立】 

栃木県宇都宮市鶴田町 1731-2 

理事長  安斉    了 

１，０２９，８９６千円 

 

 

 

・競走馬に施用される薬品及び

薬剤の検査及び研究 

・騎手に施用され、又は騎手が

使用する薬品及び薬剤の検査

及び研究 

・馬の親子判定及び個体識別に

係る検査及び研究 

・農畜産物等に使用される薬品

及び薬剤等の検査及び研究 

１，５４２  

   ６  

(３)  

５６  

ア １，１４９百万円 

イ 「日本中央競馬会競馬の施行

等に関する規約」に定める競走

馬に係る薬物検出機関 

 ・競走馬薬物検査業務 

 ・薬物検査法の開発に関する研

究委託業務 

ウ なし 

(公 財 )中央競馬馬主社会福祉財団 

【昭和 44 年 10 月設立】 

東京都港区虎ノ門 1-2-10 

理事長  畑山  光伸 

５，５０９，７１６千円 

 

・社会福祉を目的とする事業に

対する助成 

・国又は地方公共団体が後援等

を行っている公益事業に対す

る助成 

・中央競馬関係者の福利厚生の

向上のための事業 

６０５  

１１  

(１)  

６  

ア なし 

イ 競馬会が馬主に交付した競

馬賞金の一部を使用してその

事業を実施 

ウ 理事（非常勤） 後藤  正幸 

 （競馬会理事長） 

  理事（非常勤） 木所  康夫 

 （競馬会常務理事） 

(公 財 )競馬保安協会 

【昭和 46 年 5 月設立】 

東京都港区新橋 4-5-4 

理事長  宮本 和夫 

１０，０００千円 

・競馬の公正確保のために必要

な調査並びに情報及び資料の

収集 

・競馬の公正確保のために必要

な研究 

１，６２０ 

５  

(５)  

１４３  

ア １，４７５百万円 

イ 競馬の公正確保上必要な調

査等を実施 

ウ なし 

(公 財 )馬事文化財団 

【昭和 51 年 4 月設立】 

神奈川県横浜市中区根岸台 1-3 

理事長  小林  善一郎 

１，７５０，７４１千円 

・馬に関する文献、標本、写真、

フィルム等の博物資料（以下

「馬事博物資料」）の収集、保

管及び展示 

・馬事博物資料に関する印刷物

の編集及び刊行 

・根岸競馬記念公苑の馬の博物

館その他施設の管理運営 

６４５  

６  

(２)  

２５  

ア ２７１百万円 

イ 根岸競馬記念公苑「馬の博物

館」、東京競馬場「ＪＲＡ競馬博

物館」及び「Ｇａｔｅ．Ｊ」の

管理運営等を実施 

ウ なし 

(公 財 )軽種馬育成調教センター 

【平成 3 年 3 月設立】 

北海道浦河郡浦河町字西舎 528 

理事長  大平  俊明 

１，０００，０００千円 

・軽種馬の競走能力の向上等に

関する調査研究 

・育成調教技術者の養成 

・共同利用に供する育成調教施

設の運営・管理 

８０７  

６  

(２)  

３７  

ア ４９０百万円 

イ 日高育成牧場の日高育成総

合施設軽種馬育成調教場の管

理運営等を実施 

ウ なし 

(公 財 )全国競馬・畜産振興会 

【平成 3 年 10 月設立】 

東京都港区新橋 4-5-4 

会 長  小西  敏之 

１，０００，０００千円 

・競馬の健全な発展を図るため

の事業に対する助成 

・畜産の振興に資するための事

業等に対する助成 

１７５  

７  

(２)  

１０  

ア １１６百万円 

イ 競馬の健全な発展を図るた

めの事業並びに畜産振興事業

等に対する助成等を実施 

ウ なし 
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関連一般社団法人等の名称・住所 

代表者の氏名 

基本財産 

主な事業内容 
年間収入 

(Ｒ1 決算額) 

役員数 

(うち常勤) 

職員数 

競馬会との関係 

ア 年間収入中の競馬会支出額 

         (Ｒ1 実績) 

イ 競馬会の業務との関係及び 

競馬会との重要な取引の概要 

ウ 競馬会役員の兼任状況 

  (百万円) (人)  

(公 財 )ジャパン・スタッドブック・ 

インターナショナル 

【平成 22 年 12 月設立】 

東京都港区新橋 4-5-4 

理事長  井上    眞 

１，０４０，８３０千円 

・海外における競馬に関する情

報の収集及び提供並びに我が

国の競馬に関する情報の海外

への提供 

・競馬の施行、競走馬の育成に

関する海外の競馬関係者との

技術の交流 

・軽種馬の登録及び登録証明書

の発行 

・軽種馬の登録書その他関係図

書の刊行 

８３８  

 

６  

(３)  

３７  

ア ４６０百万円 

イ 競馬会が必要とする海外に

おける競馬に関する情報の収

集・提供及び競馬会の行う馬の

登録の基礎となる軽種馬の血

統登録等を実施 

ウ 監事（非常勤） 横田  貞夫 

 （競馬会理事） 

(一 財 )グリーンチャンネル 

【平成 5 年 9 月設立】 

東京都江東区永代 1-14-5 

理事長  山川 雅典 

１，０００，０００千円 

・競馬及び農林水産業に関する

通信衛星を利用した放送業務 

・競馬、馬事及び畜産に関する

番組の制作及びその支援 

４，４４４  

８  

(４)  

２４  

ア ２６５百万円 

イ 通信衛星を利用した中央競

馬関連の映像情報に関する番

組制作、配信等を実施 

ウ なし 

(公 財 )三木山人と馬とのふれあいの

森協会 

【平成 6 年 6 月設立】 

兵庫県三木市別所町高木 

三木ホースランドパーク 

理事長  仲田 一彦 

２００，０００千円 

・野外、体験活動等による交流

事業の実施 

・馬事に関する普及啓発 

・乗馬施設等馬事に関する施設

の整備及び維持管理 

５１４  

８  

(１)  

１８  

ア ４１６百万円 

イ 兵庫県三木市における乗馬

施設等馬事に関する施設の管

理運営等を実施 

ウ なし 

(一 財 )競馬共助会 

【昭和 23 年 9 月設立】 

東京都府中市日吉町１－１ 

会 長  金田  裕之 

１，５００，０００千円 

・厩舎関係者等に対する福利厚

生に関する事業 

・診療所及び厚生会館の運営 

・競馬愛好者の利便に資するた

めの厚生施設の管理・運営 

・競馬文化発展に資する事業 

３，００２  

７  

(３)  

８３  

ア ５８６百万円 

イ 中央競馬厩舎関係者の福利

厚生団体 

ウ 理事（非常勤） 木村  一人 

 （競馬会理事） 

(一 財 )日本中央競馬会弘済会 

【昭和 39 年 12 月設立】 

東京都港区六本木 6-11-1 

会 長  鈴木 良治 

１，６００，０００千円 

・畜産に関する調査研究及び資

料の収集 

・職員の福利厚生に関する事業 

１７０  

８  

(２)  

５  

ア なし 

イ 競馬会職員の福利厚生団体 

ウ なし 
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Ⅳ 日本中央競馬会が対処すべき課題 

１．閣議決定 

（１）「特殊法人の整理合理化について」（平成 7年 2月 24 日閣議決定） 

地方競馬との交流競走の拡大を図るとともに、通信衛星による競馬映像情報の提供、

地方競馬場における中央競馬の勝馬投票券の発売等をすすめることにより、ファンサ

ービスの改善と地方競馬への支援に努める。また、勝馬投票券の発売・払戻の自動化

等により勝馬投票業務効率化に努める。 

 

（２）「特殊法人等整理合理化計画」（平成 13 年 12 月 19 日閣議決定） 

管理経費・競走事業費の削減など更なる事業の効率化を図る。その一環として、公

正確保と両立させつつ、一般競争入札等の範囲を大幅に拡大するとともに、関係会社

等に対する委託費等を削減する。 

 

（３）「行政改革の重要方針」（平成 17 年 12 月 24 日閣議決定） 

事 業 

【助成金交付事業】 

〇 当事業の透明性向上のためにこれまで講じている外部有識者委員会による助

成事業の選定・評価、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律の規定

の準用等に加え、助成事業の評価結果を全面的に公表する仕組みを導入する。 

〇 国の畜産関係補助金との役割分担を明確化する。 

【中央競馬関係事業】 

〇 競争性のある契約のうち競馬の公正・中立性の確保上支障のない契約につい

ては、そのすべての契約を、平成 22 年までのできる限り早い時期に競争入札に

移行させる。 

〇 子会社・関係会社の組織・事業の再編・統廃合を実施する。 

〇 入札結果・経営内容等の情報開示を一層進める。 

【その他】 

〇 外部監査を導入する。 
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組 織 

〇 組織運営について、一層の効率化を図るため、次の措置を講ずる。 

・ 競馬の公正・中立性の確保上支障のない範囲において主務大臣の関与・規

制の緩和 

・ 内部組織として学識経験者等で構成される中立性を有する機関の設置 

・ 当該機関による定量的な経営目標の設定及び業績評価の実施 

・ 当該経営目標の公表及び当該業績評価の結果の公表 

・ 経営不調時における役員解任規定導入 

 

２．「特殊法人に関する行政評価・監視結果に基づく勧告（日本中央競馬会）」 

（平成 14 年 1 月 18 日総務大臣から農林水産大臣へ勧告） 

支出の見直しについて 

（１）経費の節減等 

ア） 施設整備の抑制 

イ） 施設利用料の適正化 

ウ） 子会社等との契約の見直し 

エ） 窓口業務の自動化に伴う要員縮減の推進 

オ） 競走事業費の支出の抑制 

（２）ウインズの新設の抑制と運営の効率化 

（３）抽せん馬制度の見直し   

 

３．「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」の施行に伴う情報公開への適切

な対応（平成 14 年 10 月 1 日法律施行） 

 

４．「ギャンブル等依存症対策基本法」の施行に伴う適切な対応（令和元年 10 月 5 日法律

施行） 

 

 

この事業報告書は、日本中央競馬会法施行規則第 10 条の規定に基づき、記載しています。

なお、日本中央競馬会の事業年度は、1月 1日から 12 月 31 日までとなっています。 
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ＪＲＡの事業活動について 

（令和２事業年度） 

 

－ＪＲＡは、毎週走り続けます。－ 

 

 

（令和２事業年度事業報告書別冊） 
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はじめに 

令和２事業年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が社会・経済等に大きな影響

を及ぼしましたが、こうした状況においても、ＪＲＡは、新型コロナウイルス感染症の感

染予防・拡大防止対策を徹底したうえで、「お客様とともに」「夢と感動とともに」「信頼と

ともに」「社会とともに」「そして未来へ」の５項目で構成する「経営の基本方針」に沿っ

た事業活動を行ってまいりました。 

競馬の開催においては、開催競馬場へのお客様の入場、ウインズ等の営業を大きく制限

せざるを得ない状況ではありましたが、全国１０か所の競馬場において、令和２事業年度

の経営目標の基本目標の一つである、年間２８８日（３６開催）の競馬を着実に実施する

ことができました。 

こうした中、競走の分野では、コントレイル及びデアリングタクトが、それぞれ無敗の

三冠馬となったことに加え、アーモンドアイが歴代最多となるＧⅠ９勝を達成し、日本の

競馬史に残る偉大な記録が誕生しました。 

また、競馬の公正確保面では、１１月に１着入線馬から禁止薬物であるカフェインが検

出されたことから、同馬を失格とし当該競走の着順を変更することとなりました。 

本報告書では、ＪＲＡが令和２事業年度に実施した事業活動について、同事業年度の事

業計画の項目毎に取りまとめました。新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、

当初の計画どおりには実行できなかった施策もありますが、一方で、多様な施策を着実に

実施したことで、競馬の安定的・継続的な開催、また、ステイホーム等の状況下で楽しん

でいただける、電話・インターネット投票を中心としたお客様の参加が図られたものと考

えております。 

その結果、もう一つの令和２事業年度の経営目標の基本目標である、中央競馬のお客様

総数（海外競馬分を含む）については、競馬場やウインズ等へのお客様の入場を大幅に制

限したこと等の影響から、延べ１億６，９５８万人余（対前年比９１．４％）と減少しま

したが、勝馬投票券の発売金（海外競馬分を含む）については、電話・インターネット投

票会員の大幅な増加により３兆４億円余（対前年比：１０３．０％）となり、９年連続で

前年実績を上回りました。 

ＪＲＡは、令和２事業年度の事業活動の結果を的確にフィードバックし、競馬の魅力を

更に向上させるとともに、お客様の獲得と定着化を図るため、引き続き新型コロナウイル

ス感染症の感染予防・拡大防止対策を徹底しつつ様々な施策を実施してまいります。また、

ＪＲＡさらには競馬産業全体が安定的かつ持続的に発展していくため、今後ともＪＲＡを

取り巻く環境を意識しつつ、競馬の社会的基盤を強化してまいります。  



- 2 - 

 

＜目次＞ 

〇 新型コロナウイルス感染症に係る諸施策の概要 

 １．競馬場・ウインズ等の営業状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３ 

２．競走の実施に係る対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３ 

３．新型コロナウイルス感染症対策への支援・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４ 

 

〇 令和２事業年度事業計画に掲げた項目等の実施概況 

 １．魅力ある競走の提供・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５ 

 ２．競走馬の資質・能力向上等への取組み・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ７ 

３．競馬の公正確保の徹底・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ15 

 ４．競馬への参加促進及び販売促進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ20 

 ５．ホスピタリティの向上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ34 

 ６．馬事振興・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ36 

 ７．持続的な発展に向けた取組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ40 

 

  



- 3 - 

 

〇 新型コロナウイルス感染症に係る諸施策の概要 

ＪＲＡでは、「新型コロナウイルス感染症に係る安全な競馬開催のための基本的な考え方」

を設定しております。これは政府の専門家会議の「感染症対策の状況分析・提言」等を踏

まえ、競馬場・ウインズ等において予防対策として実施すべき基本的事項を整理し、感染

症学の専門家より新型コロナウイルス感染症予防の観点から頂戴した意見等を踏まえて作

成したものです。さらに、政府や地方自治体の方針や、時々刻々と変化する社会情勢等を

踏まえながら、ＪＲＡ新型コロナウイルス感染症対策本部会議での議論・決定を経て、種々

の対策を講じてまいりました。その概要は以下のとおりです。 

 

１．競馬場・ウインズ等の営業状況 

競馬場・ウインズ等では、以下のとおり通常とは異なる体制にて発売・払戻を実施しま

した。 

（１）開催競馬場 

 ２月２９日（土）から１０月４日（日）まで、お客様の入場をお断りして競馬開

催（いわゆる「無観客競馬」）を実施 

 １０月１０日（土）以降、事前に指定席券を購入されたお客様の入場を再開 

（２）ウインズ等 

 ２月２９日（土）以降、全国のウインズ等での発売及び払戻を取りやめ 

 ７月１１日（土）以降、発売レースを限定し、営業時間は１４時まで、映像放映

とオッズ提供は休止するなどの制限を実施したうえで、社会情勢に合わせて地域

別、さらには段階的に営業を再開 

 １０月１０日（土）以降、一部のウインズ等について、段階的に発売レースを全

レースに拡大 

（３）勝馬投票券払戻有効期限の延長 

 令和元年１２月２８日（土）から令和２年２月２３日（祝・日）までの間に発売

した勝馬投票券の払戻有効期限を一律に１１月１４日（土）に延長 

 

２．競走の実施に係る対応 

 （１）競走馬の他ブロック競走への出走制限（オープン及び障害競走を除く） 

    期間：４月１８日（土）から５月３１日（日）まで 

（２）土曜日と日曜日とで異なる競馬場で騎乗を不可とする制限（障害競走に騎乗する

場合を除く） 
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期間：４月１８日（土）から５月３１日（日）まで 

（３）ＪＲＡが認定する場所（自宅・ホテル）を「認定調整ルーム」とし、騎乗当日に

同所から競馬場への移動を認める措置 

期間：４月１１日（土）から５月３１日（日）まで、 

９月１１日（土）から再開 

（４）重賞競走を除く  

期間：４月１１日（土）から６月２８日（日）まで 

 

３．新型コロナウイルス感染症対策への支援 

中央競馬サークルでは皆様のご理解をいただきながら、以下の新型コロナウイルス感染

症対策へ支援に取り組みました。 

（１）宝塚記念（ＧⅠ）及びＪＲＡアニバーサリー当日の売上げから拠出 

 競馬場、ウインズ等が所在する都道府県を通じた医療機関への支援：３５億円 

 広く全国に病院を有する医療関係機関への支援（(独)国立病院機構等）：４０億

円 

 学生への支援（(独)日本学生支援機構）：５億円 

 社会福祉事業への支援（(福)中央共同募金会）：５億円 

（２）ＪＲＡからの寄付・寄贈 

 競馬場、トレーニング・センター、ウインズ等が所在する市区町村に寄付：１３

億６千万円 

 ＪＲＡ事業所の近隣医療機関へ医療備品等を寄贈 

（３）中央競馬サークルからの支援 

 日本騎手クラブからの支援 

 日本馬主協会連合会からの支援 

 (一社)日本調教師会からの支援 

 ㈱ＪＲＡファシリティーズからの支援 
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〇 令和２事業年度事業計画に掲げた項目等の実施概況 

１．魅力ある競走の提供 

項目 内訳 具体的な内容 

(1) 開催計画 ○ ２８８日（３６開催）の競馬開催を全国１０か所

の競馬場において実施した。なお、降雪の影響によ

り、第３回中山競馬第２日（３月２９日）第３競走以

降が中止となったが、続行競馬の開催に向けて的確

に対応 

○ より多くのお客様にご参加いただくため、土・日

曜日以外の祝日における競馬開催を１月１３日（祝・

月）、３月２０日（祝・金）、９月２１日（祝・月）及

び１１月２３日（祝・月）に設定 

(2) 重賞競走の改善 

 ① 富士ステークスのＧ

Ⅱ昇格 

○ マイルチャンピオンシップ（ＧⅠ）の前哨戦とし

ての位置付けを明確にするため、富士ステークスを

ＧⅢからＧⅡに昇格 

② 開催日割の変更等に

伴う実施日の変更 

○ 京都競馬場整備工事や東京 2020 オリンピック・

パラリンピック競技大会等の実施及び３日開催の実

施時期の変更等に伴い、一部重賞競走の実施日をお

よび実施場等を変更 

③ 競走名を変更する競

走 

○ 令和元年に死亡したディープインパクトの功績を

称え、報知杯弥生賞（ＧⅡ）を報知杯弥生賞ディープ

インパクト記念（ＧⅡ）に改称 

(3) サマーマイルシリーズの改

善 

○ サマーマイルシリーズの更なる充実を図るため、

米子ステークス（Ｌ）を対象競走に追加 

(4) 海外遠征協力金の交付 ○ 国内の一流馬の凱旋門賞出走を支援し、併せてＪ

ＲＡのＧⅠ競走に出走することを促進するため、協

力金を交付 

(5) 国内における国際競走への

国内外の一流馬の参加促進 

○ 年間を通じて国際競走に関する情報提供をパンフ

レットやウェブサイト等を活用して行うとともに、

２月にジャパンカップにかかる褒賞金制度を大幅に
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見直した。一方、世界的な新型コロナウイルス感染

症の感染拡大の影響を受け、海外駐在員事務所によ

る有力馬関係者に対する招致活動の機会が減少 

○ ジャパンカップに外国調教馬１頭（フランス）が

出走 

○ ジャパンカップ振興策の一環として検討を進めて

いる東京競馬場馬場内国際厩舎の新設について、関

係各所（農林水産省動物衛生課および動物検疫所）

と防疫面の連絡調整を引き続き実施 

(6) 国際的な交流の推進 【外国の競走への中央競馬所属馬の参加実績】 

○ 外国の競走への中央競馬所属馬の出走を支援し、

延べ２１頭がアラブ首長国連邦、オーストラリア、

サウジアラビア、イギリス、フランス、アメリカ、バ

ーレーン、香港に遠征 

○ ＪＲＡ所属馬の優勝実績（カッコ内は国名と競走

馬名） 

・サンバサウジダービーカップ（サウジアラビア、

フルフラット） 

・香港スプリント（香港、ダノンスマッシュ） 

・香港カップ（香港、ノームコア） 

【ワールドオールスタージョッキーズ】 

○ 世界的な新型コロナウイルス感染症の感染拡大の

影響を受けて実施を取りやめ 
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２．競走馬の資質・能力向上等への取組み 

項目 内訳 具体的な内容 

(1) 競走馬の育成を通じた取

組み 

○ 日高育成牧場及び宮崎育成牧場において、サラブ

レッド市場購買馬（令和元年購買の２歳馬７５頭及

び令和２年購買の１歳馬７５頭）を用いて、育成に

関する研究を実施した。また、日高育成牧場に繋養

しているサラブレッド繁殖牝馬及びその産駒（生産

馬：当歳９頭、１歳９頭、２歳９頭）（※１歳９頭の

うち２頭及び２歳９頭のうち２頭は宮崎育成牧場

に繋養）を用いて、生産・育成に関する研究を実施 

○ 育成研究に供した２歳馬は、４月に開催したＪＲ

Ａブリーズアップセール（メール入札方式で売却）

にて、生産馬７頭を含む７５頭を売却 

○ 実践的な技術指導、講習会、ホームページを通じ、

生産育成研究及び技術開発によって得られた成果

を普及・啓発 

(2) 生産育成基盤の強化 【国内生産基盤の整備】 

○ 生産者賞の審査・交付認定を実施 

○ 生産育成技術の向上を目的として、（公社）日本軽

種馬協会が実施する軽種馬経営高度化指導研修事

業に協力 

○ 資質に優れた種牡馬及び繁殖牝馬群の導入や繁

殖牝馬流通活性化を目的として、（公社）日本軽種馬

協会が実施する優良繁殖馬導入促進事業に協力 

○ 諸団体が実施する国内セリ市場における流通促

進及び東南アジア諸国への内国産馬の流通促進に

協力 

○ 関係部署及び各団体で構成される「海外流通促進

連絡協議会」に参加し、情報提供等のサポートを行

う等、日本産馬輸出体制づくりを支援 

【生産育成に関わる人材養成】 
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○ 生産育成調教技術者の養成を目的として、（公財）

軽種馬育成調教センターが実施する育成調教技術

者養成事業、（公社）日本軽種馬協会が実施する軽種

馬生産育成技術者養成推進事業に助成 

○ 生産育成牧場への若手就業者不足の対応策とし

て、（公社）競走馬育成協会が実施する生産育成牧場

への就業者参入促進事業に協力 

(3) 競走馬の保健衛生対策 ○ 競走馬診療所に高度医療機器を整備し、最適かつ

高度な獣医療を提供 

○ スポーツ科学、スポーツ障害、先端獣医療、伝染

病対策などに関する研究として１１課題を実施 

○ 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機

構・動物衛生研究部門との共同研究により、「馬の病

原細菌における薬剤耐性機構の解析」等の２課題を

実施 

○ 軽種馬生産地における疾病などの諸問題を解決

する調査研究として、「競走馬の生産・育成技術及び

若馬の疾病に関する調査研究」を実施 

○ 大学等の外部研究機関への委託により、「高強度

インターバルトレーニングがサラブレットの骨格

筋に与える影響に関する研究」等の８課題を実施 

○ 研究成果の普及及び学術交流を目的として、学

会・講演会における発表や学術誌への論文投稿を行

うとともに、成果を活用した技術指導を実施 

〇 競馬サークルへの研究成果の普及を目的とし、１

１月２４日に「第６２回競走馬に関する調査研究発

表会」を開催 

○ 生産地への研究成果の普及、生産者の研究ニーズ

の把握を目的とし、１０月１５日に｢第４８回生産

地における軽種馬の疾病に関するシンポジウム｣を

開催 
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(4) 競走馬の事故防止対策 ○ 競走馬の事故発生状況を随時調査・分析するとと

もに、厩舎関係者の事故防止に対する意識の向上を

目的として啓発活動を実施 

○ 年間を通じて調教施設及び馬場の保全管理を実

施 

○ 事故防止に関する調査研究として「繋靱帯脚炎症

例の腱内血管に関する調査研究」等を実施 

〇 昨年まで実施した「馬場柵等付帯施設の安全性向

上に関する研究」により開発された、より安全性を

向上させた馬場柵を競馬場に導入 

(5) 競走馬の暑熱対策 ○ 夏季競馬開催における競走馬の暑熱対策として、

装鞍所・下見所・待避所ミストや馬用冷却シャワー

等の設備を設置するとともに、装鞍所集合時刻の変

更や下見所周回時間の短縮等の制度改善を実施 

〇 競走馬の熱中症予防に資する調査研究を行うと

ともに、厩舎関係者への啓発活動を実施 

(6) 防疫体制の整備 ○ 「日本中央競馬会競走馬伝染病防あつ規程」に基

づく入厩検疫、定期検査及び予防接種を実施すると

ともに、環境衛生対策、疫学調査、ワクチン備蓄等

の防疫措置を実施 

○ 家畜伝染病予防法で定められた「飼養衛生管理基

準（馬）」に基づいて、ＪＲＡ施設内の衛生管理を実

施 

〇 良好な環境かつ円滑な海外遠征が可能となるよ

う、栗東トレーニング・センターの輸出検疫厩舎を

増築 

○ 所轄官庁の指導に基づき、国際交流競走に参加す

る外国馬、及び海外遠征する日本馬の輸出入検疫に

付帯する業務を実施 

○ 国際交流競走へ円滑に出走できるよう家畜衛生

条件の締結や遠征環境の整備に向けて、所轄官庁と
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協議 

○ 生産育成地における疾病蔓延防止及びＪＲＡ施

設内への疾病侵入阻止を目的とし、(公社)中央畜産

会が実施する「馬伝染性疾病防疫推進対策事業」を

通じて、ＪＲＡ施設入厩前の育成馬や繁殖牝馬、乗

用馬等を対象とした予防接種（馬インフルエンザ、

日本脳炎、破傷風、馬鼻肺炎）を推進 

○ 馬伝染性子宮炎の国内清浄化の達成を受け、(公

社)日本軽種馬協会が実施する「馬伝染性子宮炎自衛

防疫普及事業」を通じて、清浄化後の疫学監視を推

進 

〇 馬伝染性貧血の国内清浄化の達成を受け、(公社)

中央畜産会が実施する「家畜防疫・衛生指導対策事

業」を通じて、清浄化後の疫学監視を推進 

○ 「生産地における軽種馬の疾病に関するシンポジ

ウム」やトレーニング・センター周辺牧場との防疫

協議会を開催し、防疫体制の強化を推進 

○ 国内の防疫体制の強化を目的とし、競走馬総合研

究所において、馬ピロプラズマ病診断用ＩＦＡプレ

ートの作製及び抗原性の検証、馬伝染性貧血国内清

浄性確認のためのサーベイランス体制の構築、馬鼻

肺炎生ワクチンに対する血清中和抗体応答調査、自

家調整抗原による鼻疽血清学的試験の検討、海外流

行馬インフルエンザウイルスに対するワクチンの

評価及びＯＩＥリファレンス・ラボラトリー認定取

得に向けた取組みを実施 

○ 国内外の伝染病情報や飼養管理に関する情報を

軽種馬防疫協議会へ提供するとともに、「馬飼養衛

生管理特別対策事業」における講習会等を通じて、

馬防疫思想の普及を推進 

(7) 競走関連施設の充実 【美浦トレーニング・センター厩舎改築工事】 



- 11 - 

 

○ 美浦トレーニング・センターは昭和５３年に開場

し、他の施設と同様、厩舎についても老朽化が進んで

いるため、第１期工事を平成２７年１１月に着工、平

成２９年４月に竣工、第２期工事を平成３０年１２月

に着工、令和２年４月に竣工 

【美浦トレーニング・センター坂路馬場改造及び南Ｅ

コース新設工事】 

○ 質の高い調教施設を提供するため、美浦トレーニ

ング・センター坂路馬場改造及び南Ｅコース新設工事

を令和２年４月に着工、令和５年８月に部分竣工。令

和５年１２月に最終竣工を予定 

【栗東トレーニング・センター輸出検疫厩舎改築工

事】 

○ 競走馬の海外遠征を円滑にするため、栗東トレー

ニング・センター輸出検疫厩舎を改築することとし、

令和元年７月に着工、令和２年９月に竣工 

【京都競馬場整備工事（馬場工区）】 

○ 馬場の路盤や付帯設備を更新するため、京都競馬

場整備工事（馬場工区）を令和２年９月に着工、令和

５年３月に竣工予定 

【京都競馬場整備工事（厩舎工区）】 

〇 老朽化が進んでいるため、厩舎、競走馬診療所、

検体採取所及び装鞍所を改築することとし、令和２年

１１月に着工、令和４年１１月に竣工予定 

(8) 馬主活動の促進 【新規馬主開拓】 

○ 馬主活動を各種媒体でＰＲするとともに、競馬場

等で配付している『馬主登録ガイド』を更新 

【既存馬主の活動促進】 

○ ＧＩ開催競馬場において出走記念昼食会を実施

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた

め、高松宮記念以降は中止とし、記念品の贈呈に変
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更） 

○ ５０年以上馬主登録を継続している馬主に対し、

永年馬主表彰を実施 

○ 所有馬を初めてＪＲＡの競走に出走させた馬主

に対し、記念品を贈呈 

○ 新規馬主競馬観戦会を実施 

〇 馬主向け動画コンテンツ『馬学講座』を制作 

※ なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

のため、４月以降に予定していた観戦会や見学会等

は中止した。 

【共 通】 

○ 馬主情報ホームページの運用 

(9) 厩舎運営の活性化 ○ 各調教師からの貸付馬房数の申請受付と成績査

定を行ったうえ、３月４日付で栗東トレーニング・

センターでは１，９５６馬房を、美浦トレーニング・

センターでは１，９４６馬房をそれぞれ貸付け 

○ 事業年度途中の調教師の勇退等に伴い、トレーニ

ング・センターにおける定期貸付け及び臨時貸付け

を適正に実施 

○ 調教助手・厩務員（調教厩務員を含む）の承認等

に伴う、令和２年度末の状況 

◇調教助手 

令和元年度末 １，６９４名 

新規に承認した者    ６０名 

      （栗東３４名、美浦２６名） 

令和２年度末現在 １，７０４名 

     （栗東９４８名、美浦７５６名） 

◇厩務員 

令和元年度末  ６５８名 

新規に採用された者 １６名 

（栗東０名、美浦１６名） 
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令和２年度末現在  ６３８名 

（栗東２２２名、美浦４１６名） 

○ 厩舎制度の改善に向けた(一社)日本調教師会の取

組みを支援 

(10) 厩舎関係者の養成等 ○ 騎手課程においては第３６期生４名が卒業 

○ 令和２年度末現在の在校生徒数は２５名（内訳／

３７期９名・３８期８名・３９期８名） 

○ 厩務員課程においては５６名が卒業 

○ トレーニング・センターにおける研修計画の実施

及び、厩舎関係者との意見交換及び検証結果等を踏

まえた次年度研修計画を策定 

○ 新規騎手免許取得者に対し、免許取得後に必要な

知識を習得するための研修を実施 

○ 中央・地方所属の見習い騎手による「ヤングジョ

ッキーズシリーズ」を実施 

≪参考≫地方競馬との交流競走 

 ① 地方競馬指定交流

競走 

○ 地方競馬において、ダート交流重賞競走として４

０競走（１１主催者）が実施され、全ての競走に延べ

２０２頭の中央競馬所属馬が出走し、３３競走で優

勝 

○ 地方競馬における条件交流競走は９５競走（１３

主催者）が実施され、延べ５２５頭の中央競馬所属

馬が出走 

○ 本賞金総額の５０％（九州産馬限定競走は９０％）

を上限として交流競走協力金を交付 

② 認定競走 ○ 地方競馬において、１８２競走（１０主催者）の認

定競走を実施した。なお、全ての主催者において、上

位に格付けされた競走を認定競走として実施（北海

道においてのみ従来の新馬・未勝利クラスの認定競

走も併せて実施） 

○ 本賞金総額の９０％を上限として認定競走協力金
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を交付 

③ 中央競馬指定交流

競走 

○ ダート重賞１５競走を中央競馬指定交流競走とし

て実施し、そのうち２競走に地方競馬所属馬が延べ

６頭出走 

○ 芝のＧⅠ競走とそのステップ競走を中央競馬指定

交流競走として実施した。ステップ競走には６競走

に地方競馬所属馬が延べ７頭出走（ＧⅠ競走には地

方競馬所属馬の出走なし） 

④ 中央競馬特別指定

交流競走 

○ 認定競走の優勝馬及び収得賞金要件を満たした地

方競馬所属馬が出走できる中央競馬特別指定交流競

走には、２歳馬の競走では１１競走に延べ２７頭、

３歳馬の競走では１１競走に延べ１３頭、３（４）歳

以上馬の競走では１８競走に延べ１９頭の地方競馬

所属馬が出走 
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３．競馬の公正確保の徹底 

項目 内訳 具体的な内容 

(1) 登録・免許業務及び制裁等

の厳正な実施 

○ 登録及び免許の実施状況（※国際交流競走、国際

騎手招待競走及び地方競馬との指定交流競走は除

く数） 

 ◇馬主登録 

令和元年度末     ２，５６８名 

（うち個人２，１８１、法人３３０、組合５７） 

新規登録           １３５名 

（うち個人１１４、法人１８、組合３） 

登録抹消          １０４名 

（うち個人９１、法人７、組合６） 

令和２年度末現在   ２，５９９名 

（うち個人２，２０４、法人３４１、組合５４） 

 ◇競走馬登録 

令和元年度末        ８，８０３頭 

新規登録 ５，３３０頭（うち再登録３０１頭） 

登録抹消 ５，２２２頭 

令和２年度末現在      ８，９１１頭 

 ◇服色登録 

令和元年度末       １，９７８件 

新規登録            １３４件 

登録抹消            １０８件 

令和２年度末現在      ２，００４件 

 ◇調教師免許 

令和元年度末        １９０名 

免許取消者          １名 

免許不更新の者        ２名 

令和２年度免許者     １９５名 

〔前年度からの更新１８７名、新規８名〕 

※その後、免許取消者１名 
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令和２年度末現在       １９４名 

 ◇騎手免許 

令和元年度末       １３８名 

免許取消者           １名 

免許不更新の者       １名 

令和２年度免許者      １４０名 

〔３月１日付 更新１３６名、新規４名〕 

       ※その後、免許取消者５名 

令和２年度末現在     １３５名 

○ 外国人騎手の短期免許について、令和２年度は６

名（延べ７名）に臨時試験による短期免許を交付 

○ クラブ法人への対応として、金融商品取引法関連

法令に基づく登録業者の指導を監督官庁との連携

のもと実施 

○ 制裁等の厳正な実施 

 ◇公正確保の維持 

「公正確保」は、競馬に対する社会的信用を維

持するうえでの根幹となるものであることから、

公正確保上の対応が必要な事案に関して調査等

を実施するとともに、厩舎関係者に対し適宜指導

を行う等主催者として最大限の努力を傾注 

令和２年度は、不正事案は発生せず 

不正事案未然防止体制を強化するため、中央・

地方問わず競馬関与禁止・停止の処分を科された

後、その処分が解除された者について、一律でＪ

ＲＡの業務区域内の立入りを一旦拒否し、ＪＲＡ

への接触状況を把握できる体制とした 

 ◇騎手・調教師に対する制裁 

競馬開催における騎手に対する制裁は、戒告・

過怠金が６６３件（うち、地方競馬における戒告

が１件）、騎乗停止が３６件（うち、海外競馬にお
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ける騎乗停止が２件）。中央競馬における騎乗停

止処分の内訳は、進路の取り方によるものが３３

件（うち、第１着から第３着までに入線した馬に

かかるものが２０件）、その他が１件 

競馬開催における調教師に対する制裁は、戒

告・過怠金が２５件（うち、地方競馬における戒

告が１件） 

 ◇研修会等の実施 

   競馬の公正、安全及び円滑な実施に資するた

め、制裁点数制による騎手の再教育（延べ１５名

に対して実施）を実施 

 ◇騎手ドーピング検査の実施 

騎手の健康保護及び競走の安全を図るため、

「騎手の薬物使用等に関する検査実施要綱」に基づ

き、ドーピング検査を計画していたが、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大の影響により回数を減

じて実施（尿検体を用いた理化学検査４０件→８

件、呼気検体を用いたアルコール検査４８件→８

件） 

(2) 競馬に対する信頼の確保に向けた取組み 

 ① 薬物の不正使用事案

等の未然防止 

○ 日本中央競馬会競馬施行規約第５８条に規定さ

れる理化学検査を適正に実施し、また、当該検査機

関である(公財)競走馬理化学研究所が実施する競馬

の公正確保に関連する事業に協力 

○ 競馬の公正な施行を確保するため、厩舎地区など

の業務エリアにおける警備を万全な体制で実施 

○ ４月に栗東トレーニング・センター厩舎地区内に

防犯カメラを導入したが、１１月に禁止薬物陽性事

案が発生したことを受け、厩舎改築終了後（令和７

年以降）に予定していた美浦トレーニング・センタ

ーにおける防犯カメラの導入時期を前倒しする 
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〇 滞在型競馬場である札幌および函館競馬場は、令

和３年度の開催前までに設置が完了するよう工事

が進行中、小倉競馬場は令和４年度の開催前までに

設置が完了予定 

○ 禁止薬物に関する取組み 

◇ ７月に発生した規制薬物（ジクロフェナク）陽

性事案について、当該馬の管理調教師に対して処

分を行った 

◇ １１月に発生した禁止薬物（カフェイン）陽性

事案では、陽性確定後、直ちに当該馬の失格処分

を裁定委員会により決定し、併せて当該馬に出走

停止の処分を科した。また、速やかに警視庁府中

警察署に届出を行い、その指導の下で各種検査お

よび調査を行った（令和２年末時点で、警察の捜

査は継続中）。再発防止策として、厩舎関係者に

対して厩舎内で禁止薬物が混入するリスクを改

めて確認するよう指導し、併せて薬物事故を防止

するための厩舎管理について、適宜指導を行う体

制を強化 

◇ 禁止薬物陽性事案が発生した際に迅速な対応

をとるためには、捜査機関との密接な協力関係が

必要となることから、警察関係者に対して禁止薬

物に関する説明会を実施 

② 反社会的勢力排除へ

の取組み 

〇 競馬の公正な施行を確保するため、厩舎地区など

の業務エリアにおける警備を万全な体制で実施 

○ お客様の安全確保及び場内外の秩序維持のため、

関係機関と連携し、競馬の公正を阻害するおそれの

ある者の発見と排除を徹底 

③ 自主警備体制の整備 〇 自主警備を万全な体制で実施するうえで、警備体

制の策定にあたっては、「警備体制に関するガイド

ライン」に基づき、来場者の安全確保を前提とした
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うえで、効率的な配置で実施 

○ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観

点から、入場時の検温や手指消毒の徹底、三密防止

に係る啓発を実施 

(3) 審判関係業務の改善等 ○ お客様の関心が高く説明が必要と思われる事象

については、引き続き裁決レポートを積極的に作成

し、ホームページでお客様へ情報を提供 

○ 降着・失格に関する判断基準をはじめとした裁決

業務についてお客様の理解を深めてもらうため、引

き続きホームページやレーシングプログラム等の

媒体を活用し周知した。また、専門職職員のテレビ

番組やＪＲＡ公式ツイッター等の媒体への出演を

通じ、お客様の審判関係業務への理解を醸成 

○ 国際協調に関しては、ＩＦＨＡ「競馬ルール（裁

決事項）の調和に関する委員会」（オンライン会議で

実施）に出席し、諸外国の裁決担当者と意見交換を

行い、日本が検討すべき課題についてＪＲＡの裁決

担当者間で協議した。ワールドベストレースホース

ランキング会議（オンライン会議で実施）に出席し

た。各国のハンデキャッパーと適宜協議を重ね、２

０２０年度の競走馬の世界ランキングを決定 

○ 地方競馬との協調に関しては、地方競馬全国協会

と情報連絡会議を実施し、裁決業務などに関する課

題について協議・検討を実施 
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４．競馬への参加促進及び販売促進 

項目 内訳 具体的な内容 

(1) プロモーションの展開 

 ① 広告プロモーション

の展開 

○ 競馬の認知拡大やイメージ向上、興味喚起を図る

ためのプロモーション「HOT HOLIDAYS！」をこ

れまでのキャスト（松坂桃李・柳楽優弥・高畑充希・

土屋太鳳・中川大志・葵わかな）で展開 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響によ

り、上半期はＴＶＣＭをブランドＣＭに差し替え、

下半期はテーマを幅広い競馬の楽しみ方を訴求す

る内容に変更し放映  

○ レースの迫力や競走馬の躍動感・美しさ等、競馬

の奥深さやロマンを訴求するブランド広告「夢の第

１１レース」及び「a beautiful race」を継続展開し

たほか、新たなブランド広告として競馬と日常のつ

ながりを描いた「あしたのために、競馬はある」を

制作（放映は令和３年より）  

② ＧⅠ競走等のプロモ

ーション 

○ 主にＧⅠ競走を告知するため、ＴＶ・新聞のメデ

ィアを活用した広告を実施 

また、社会情勢を鑑み、自宅等で楽しんで頂ける

ＷＥＢコンテンツや他業種とのコラボレーション

企画を実施 

〇 例年開催している「有馬記念フェスティバル」は、

お客様の招待を取りやめ、厩舎関係者が参加しない

形式で公開枠順抽選会を開催し、その模様をテレビ

で生中継 

○ 競馬未経験層をターゲットとした「Umabi」サイ

トにおいて、日本ダービーでは「機動戦士ガンダ

ム」、宝塚記念では「Fate／Grand Order」、有馬記

念では「ウルトラマン」とのコラボレーション企画

を実施 
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③ 海外競馬のプロモー

ション 

○ 各主催者と契約を締結し、発売対象レース全てを

グリーンチャンネルで放送 

○ 発売対象レースに関して、主催者等を通じて入手

した出走馬データを速やかにマスコミへ提供する

ことにより、お客様への正確な情報提供を実施 

○ 海外競馬に対するより一層の興味喚起や理解醸

成を図るため、海外競馬の魅力に触れる機会を拡大

する番組を提供 

○ お客様の注目度の高い「凱旋門賞」「香港国際競

走」に合わせて、新聞やＷＥＢで広告を展開し、海

外競馬発売の認知向上や参加促進に向けたプロモ

ーションを展開 

④ その他ＷＥＢサイト

の展開 

○ 前年に引き続き「Umabi」サイトを運用するとと

もに、人気タレント及び人気コンテンツを活用した

企画やＳＮＳによる競馬情報発信等のプロモーシ

ョンを通年で展開 

(2) 広報活動の展開 

 ① 競馬中継の安定的な

提供 

○ テレビ（地上波・ＢＳデジタル）・ラジオによる競

馬中継は、お客様にレース映像・情報を提供する重

要な役割を果たしていることから、競馬中継を安定

的に提供することや番組内容の充実について、各局

との協議・連携を継続的に実施 

〇 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止策と

して発売事業所での映像提供を実施しなくなった

ことへの対応として、グリーンチャンネルの競馬中

継番組をノースクランブル（無料）で放送 

○ 日曜日のメインレース時間帯におけるＢＳフジ

の競馬中継は、年３９回実施 

② パブリシティ活動の

充実 

○ 競馬に関する話題性を喚起するとともに、競馬に

関連した紙面の充実等を図るため、マスメディアへ

のきめ細かなパブリシティ活動を実施したことで、
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牡牝での無敗の三冠達成やアーモンドアイのＪＲ

ＡのＧＩ最多勝達成などの話題が中央競馬関連記

事として数多く掲載された他、ニュースやワイドシ

ョーなどの放送メディアでも同様の話題が頻繁に

取り上げられ、広く世間一般に対して「競馬」をア

ピールできた 

○ 「優駿」などの各種出版物により、的確かつ時宜

を得た内容の情報提供をマスコミ及びお客様向け

に実施 

○ ＪＲＡ賞授賞式などの開催を通じて、競馬への理

解促進やイメージアップに貢献 

○ ＪＲＡの認知度向上や競馬に関する話題喚起を

図るため、競馬初心者からコアファンまで各層を対

象としたミニ番組を年間通じて提供するとともに、

春秋のＧⅠシーズンの盛り上げを図るミニ番組や、

在宅での競馬の楽しみ方を紹介する特別番組を放

送 

○ 競馬に関する話題喚起を図るため、三冠挑戦を取

り上げた特別番組や２０２０年の競馬を振り返る

特別番組を提供した。また、ＧⅠ競走の参加促進を

図るため、バラエティ番組・スポーツ番組・情報番

組等でパブリシティを実施 

(3) 競馬場・ウインズ等の活性化 

 ① 多様なお客様層に応

じたアプローチ 

○ 既存のお客様により競馬を楽しみいただくとと

もに競馬に馴染みのない方々にもご参加いただけ

るよう、多彩なお客様サービスイベント等、お客様

のニーズを踏まえた以下の各種施策を実施（新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大の影響により一部

の施策は中止） 

◇ 「HOT HOLIDAYS！」と連動した競馬場イベ

ント「スペホリ」は、すべて中止 
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◇ 各競馬場でＧⅠ週を中心に実施予定であった

タレントによるトークショーやファミリー向け

イベント等は、２月２９日以降全て中止 

 ◇ 女性のお客様の獲得と定着化 

全開催日・全競馬場で実施予定であった

「UMAJO SPOT」は、２月２９日以降の運用を

全て中止、一方でＷＥＢや人気ファッション誌等

を活用し競馬との接点を創出 

◇ サマーシリーズの振興を目的に、優勝騎手、競

走馬を当てるクイズ懸賞を軸としたキャンペー

ンを実施した。懸賞はＷＥＢを活用したオープン

形式で実施し、幅広い層の興味喚起を実現（延べ

２２６，１４６通（対前年比５０７．６％）の応

募を獲得） 

◇ 「お年賀タオル」（１月５日、２２．３万枚）、

「２０２０年ＪＲＡオリジナルカレンダー」（１

２月９日、４０万部）を配布した。なお、オリジ

ナルカレンダーについては、有馬記念ファン投票

と連動したプレゼント企画とした。 

◇ ＪＲＡの公式プログラムとして、「レーシング

プログラム」を、無観客競馬の期間を除き安定的

に発行し、お客様へ有益と思われる各種情報を提

供した。特に注目度の高いレースとなった秋華

賞、菊花賞、ジャパンカップ、有馬記念当日には

特別カラー版を制作した。また、海外競馬の発売、

ヤングジョッキーズシリーズ開催等のトピック

に合わせて、カラーの特別記事を掲載。 

◇ 宝塚記念及び有馬記念において「ファン投票」

を実施した。有効投票件数はそれぞれ１５６，４

５１件（前年比１３０．８％）、３１１，１０５件

（同１７５．８％） 
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② 来場のきっかけ作り 〇 来場したお客様を対象としたプレゼント企画

「HOLIDAYS！チャンス」を全競馬場全開催日に実

施予定であったが、２月２９日以降は中止 

〇 ＪＲＡ施設外を中心に実施予定だったターフィ

ーのグリーティングは、札幌雪祭りを除いて中止と

なったが、競馬初心者向けＷＥＢサイト「TURFY 

LAND」をリニューアルし、新たなコンテンツを加

えるなど競馬との接点を創出 

〇 競馬場の入場料を無料とする「フリーパスの日」

を小倉競馬場において女性を対象に実施（２月１５

日）。 

○ 有料駐車場がある９競馬場において、来場車両の

抑制及びグループ来場促進のため、「駐車場あいの

りキャンペーン（４１日間）」を予定していたが、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止対策

や入場再開の状況を踏まえ、２月以降実施を取りや

め（実施４日間） 

○ ウインズにおいて、地元企業とのコラボレーショ

ン（ウインズ錦糸町、ウインズ立川、ウインズ難波

等）、地元警察署とのコラボレーション（エクセル浜

松）などを通じて、ウインズの認知度向上を推進す

る予定であったが、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大の影響により取りやめ 

〇 一方、来場のきっかけ作りとは趣旨が異なるが、

感染症対策として利用可能なご当地ターフィーの

オリジナルマスクケースやウェットティッシュな

どのグッズを製作し、来場されたお客様にご利用い

ただく等の施策を一部事業所で実施 

③ ウインズ・デー等の

実施 

〇 ８月２２日（土）・２３日（日）を「ウインズ・デ

ー」として、全国のウインズ・エクセル・パークウ

インズにおいて、日頃からご愛顧いただいているお
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客様への感謝イベントを同日に統一感を持って実

施する予定であったが、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大の影響により取りやめ 

○ 開設後節目の年を迎えるウインズ等での記念イ

ベントやプロモーションを実施する予定であった

が、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に

より一部を除き実施しなかった。 

(4) ＵＭＡＣＡ投票の展開 

 ① ＵＭＡＣＡ投票・Ｕ

ＭＡポートの導入 

○ 専用ＩＣカード「ＪＲＡ－ＵＭＡＣＡ」を用いる

ことによって「現金レス」「馬券レス」でこれまで以

上に便利に勝馬投票券をご購入いただけるキャッ

シュレス投票システム「ＵＭＡＣＡ投票」を、令和

２年は１９事業所において新たに運用を開始し、全

国の競馬場及び場外発売所（除くライトウインズ阿

見、りんくうタウン、ウインズ水沢、盛岡、宮崎、

エクセル伊勢佐木及び委託場外）合計４２か所で運

用 

○ オッズ提供やＪＲＡ－ＵＭＡＣＡによる投票照会

等の機能を持つ情報照会端末機「ＵＭＡポート」（ウ

マポート）を、令和２年は１９事業所において新た

に運用を開始し、全国の競馬場及び場外発売所(除

くライトウインズ阿見、ウインズ水沢、盛岡、エク

セル伊勢佐木及び委託場外）合計４４か所で運用。

なお、ＵＭＡポートの全国への設置が完了したこと

により、オッズボックスはすべての事業所において

運用を終了 

② 会員登録体制等の促

進 

○ ＵＭＡＣＡ投票の積極的な展開を図るため、導入

事業所において、登録会員・利用案内・広報を一体

化した取組みを実施した。ただし、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大の影響により、接触抑制の観

点から、会員登録のための積極的な勧誘施策は抑制 
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（ＪＲＡ－ＵＭＡＣＡ登録会員数１５０，３４６名

（前年から１７，５７１名増）） 

○ ＵＭＣＡ投票の導入と併せてＵＭＡポートを設

置し、オッズプリントサービスのほか、ＪＲＡ－Ｕ

ＭＡＣＡを活用したクーポン発券等のサービスを

実施 

(5) 払戻金施策 

 ① 払戻金上乗せ施策 ○ 「ＪＲＡプレミアム」（１号給付金）については、

馬連を対象とした「金杯馬連（１月５日）」、「春の３

歳重賞馬連（１月１２日～５月３０日）」、「ダービー

デー馬連（５月３１日の全レース）」、「有馬記念ウィ

ーク馬連（１２月２６・２７日の全レース）」、単勝

を対象とした「２歳単勝（６月６日～９月６日、９

月１２日～１２月２０日）として、それぞれ対象投

票法の売上の５％相当額の上乗せを計７０８競走

で実施（上乗せ総額 3,239,433,090 円） 

○ 通常の払戻金が１００円元返しとなる場合に１

０円を上乗せして１１０円で払戻する「ＪＲＡプラ

ス１０」（２号給付金）を、海外競馬を含む「全ての

競走の全ての投票法」に対して実施 

 （５３２件 上乗せ総額 3,382,427,970 円） 

② 払戻率の設定 ○ 現行の払戻率（単勝８０％、複勝８０％、枠連７

７．５％、馬連７７．５％、ワイド７７．５％、馬

単７５％、３連複７５％、３連単７２．５％、ＷＩ

Ｎ５ ７０％）設定以降のお客様の購買動向等を分

析し、現在の率の継続を決定 

○ 弾力的な払戻率の設定の更なる活用施策として、

９月２１日（第４回中山競馬第５日及び第２回中京

競馬第５日）、１２月１３日（第５回中山競馬第４

日、第６回阪神競馬第４日及び第３回中京競馬第４

日）、１２月２０日（第５回中山競馬第６日、第６回
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阪神競馬第６日及び第３回中京競馬第６日）におい

て、全ての競走、全ての投票法を対象に、払戻率を

８０％に設定する「ＪＲＡスーパープレミアム」を

実施 

(6) 電話・インターネット投票

会員の加入促進及び離脱防止 

ＪＲＡのみならず地方競馬、海外競馬のインターネ

ット投票を安定的に実施し、また、「インターネット」

にて購入できること等を広報、宣伝することで即ＰＡ

Ｔを中心にインターネット投票会員の加入を促進 

◇ 即ＰＡＴ会員及びＪＲＡダイレクト会員の新

規登録を随時実施 

・即ＰＡＴ新規登録会員数 ８９６，１８９名 

・ＪＲＡダイレクト新規登録会員数 ７０，４７８名 

◇ Ａ－ＰＡＴの新規会員募集を２ヶ月毎に年間

６回実施 

・Ａ－ＰＡＴ会員新規登録者数 ７，７０９名 

また、電話・インターネット投票に関する様々な

問合せに的確にお答えするため、ＰＡＴサービスセ

ンター、ＪＲＡホームページ、メール等を中心とし

た案内を年間通じて安定的に実施 

なお、令和２年１２月末時点での電話・インター

ネット投票会員数は、５，０６４，４０２名 

 ＪＲＡダイレクトについて、お客様の利便性の向上

を目的として、購入限度額等の制限の緩和に取り組ん

だ。その結果、令和３年１月５日より「１か月の購入

額は１０万円以内」「１日の購入回数は制限なし」とし

て運用することを決定 

 ① 電話・インターネッ

ト投票会員の加入促進 

 

○ 即ＰＡＴの「新規加入キャンペーン（４月２５日

～６月２８日）」を実施した。期間中の即ＰＡＴ新規

登録者数は２６３，２３２名であったが、キャンペ

ーンのみならず無観客競馬による影響も大きいと

考えられる。 
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② サポート体制の充実 ○ 電話・インターネット投票に関する様々な問合せ

に的確にお答えするため、ＰＡＴサービスセンター

における電話応対に加え、メールでの問い合わせ対

応やＪＲＡホームページにおけるＦＡＱの充実を

図ることで継続、安定的に案内を実施した。また、

対面式での問合せ対応充実のため、「電話・インター

ネット投票サポートデスク」をウインズの閉鎖期間

以外はウインズ梅田、ウインズ後楽園に常設し、新

規会員登録受付を主に既存会員対応と併せて実施 

○ 増加傾向にある競馬場、ウインズ等でのインター

ネット投票に関する質問、問合せ等に職員、スタッ

フ等がスムーズに対応できるよう、必要かつタイム

リーな情報を開催単位で事業所へ適宜提供 

○ 従来から実施しているスマホ及びパソコンの「新

ブラウザー対応」「ＯＳバージョンアップ対応」等に

ついても、日々、変更情報の収集に努め、可能な限

りタイムリーに対応することを心掛け、既存投票環

境の安定化を推進 

③ 電話・インターネッ

ト投票会員向けサービス

の充実 

 

○ 電話・インターネット投票会員の利用促進、フォ

ローアップを図るため、年間を通じて各種キャンペ

ーンを実施 

◇ 各種キャンペーン 

発売金及び参加率向上策として、電話・インタ

ーネット投票会員向けキャンペーンを以下のと

おり実施 

・ Club JRA-Net CAFE SPRING CAMPAIGN（２～

３月） 

・ ダービー・オークス観戦席プレゼントキャン

ペーン（３～４月） 

・ 即ＰＡＴ・ＪＲＡダイレクト ウェルカムキ

ャンペーン（４～６月） 
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・ 日本ダービーキャンペーン（５月） 

・ オッズ・マスターズ・グランプリ２０２０ ”

やっぱり、予想はおもしろい。”（６～７月） 

・ Ｃｌｕｂ ＪＲＡ－Ｎｅｔ通信限定プレゼン

トキャンペーン（６月） 

・ 夏の第１レース 和牛プレゼントキャンペー

ン（７月） 

・ 夏競馬 サンクス＆ファイト！キャンペーン

（７～９月） 

・ ＪＲＡアニバーサリーキャンペーン（９月） 

・ 凱旋門賞キャンペーン（１０月） 

・ 三冠最終決戦キャンペーン（１０月） 

・ オッズ・マスターズ・グランプリ２０２０  

〜Another Race Mission〜（１０～１２月） 

・ 有馬記念２０２０キャンペーン（１２月） 

◇ 会員向けの情報発信 

年間通じて電話・インターネット投票会員専用

サイト「Ｃｌｕｂ ＪＲＡ－Ｎｅｔ」会員向けのメ

ール（Ｃｌｕｂ ＪＲＡ－Ｎｅｔ通信）を送信（年

間送信回数３４８回、会員数 約２０９万名） 

また、特定の条件を満たした電話・インターネ

ット投票会員（約１０６万名）に対し、「ＪＲＡか

らのお知らせ」「令和３年レーシングスケジュー

ル」「地方競馬からのお知らせ」等を１２月に送付

し、年末年始、令和３年のＪＲＡへの参加促進策

を実施 

④ 電話・インターネッ

ト投票会員の利便性の向

上 

 

〇 オペレーターの定着率向上、迅速な問い合わせ対

応等を目的として、ＰＡＴサービスセンターにおけ

るオペレーター向けＦＡＱシステム導入に向けた

入札を１２月に実施し、令和３年８月頃の本格導入

に向けたシステム構築を開始 
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○ 高齢者等のお客様にとってより勝馬投票券を購

入しやすいツール等の導入に向け、年間を通じてＡ

Ｉ・ＩＶＲの技術動向や一般企業における導入事例

等の調査及び情報収集を引き続き実施 

(7) ＪＲＡアニバーサリーの

実施 

○ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に

より、無観客競馬、かつ、電話・インターネット投

票が中心の発売となったイレギュラーな年にあっ

ても、中央競馬をお楽しみ、支えていただいたお客

様に対し感謝の気持ちを表す日として、９月２１日

（祝・月）を「ＪＲＡアニバーサリー」と題し、当

日の全競走・全投票法の払戻率を「ＪＲＡスーパー

プレミアム」として全て８０％に設定するととも

に、ＷＥＢを活用したイベント等を中心とした各種

施策を実施 

(8) 販売ネットワークの拡充 ○ ＪＲＡ初のキャッシュレス専用場外として茨城

県猿島郡境町に有料先着制の場外である「エクセル

茨城境」（境町場外発売所）を令和２年５月９日オー

プン予定で準備を進めていたが、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大の影響により延期 

○ １２月１９日からＪ－ＰＬＡＣＥ宇部（兵庫県競

馬組合）での発売を開始し、地方競馬施設を活用し

た委託場外は５６か所に拡大 

(9) お客様への情報提供の充実 

 ① レース映像の充実 ○ より分かりやすく迫力ある映像を提供すること

により、お客様サービスを維持向上するため、ＧⅠ

競走当日を中心とした特定の日において、スーパー

スローカメラ、ヴァーチャルカメラ、車載カメラ等

の特殊カメラを増設 

○ お客様の観戦環境の整備と高繊細で迫力ある映

像の提供のため、大サイズの４Ｋテレビモニターを

効果的に配置 
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② ＪＲＡホームページ

の充実 

〇 スマホ版トップページ、指定席予約ページ、馬場

情報ページをリニューアルし、馬場情報ページでは

新たな指標として芝コースのクッション値を公開 

〇 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に

よる特殊な営業情報を発信するために、「営業最新

情報ページ」を制作し、無観客競馬や発売制限、指

定席ネット予約などの情報を整理して提供 

〇 注目を集めた三冠最終戦やジャパンカップ、有馬

記念など、競馬ファン層をメインターゲットとした

特設サイトを制作し、競馬の本質的な魅力と当該レ

ースの情報を織り交ぜて提供した。ＪＲＡアニバー

サリー特設サイトでは、著名人やＳＮＳで募集した

お客様の競馬アニバーサリーを紹介 

〇 海外競馬特設ページを制作し、海外競馬の基本情

報や発売レースに関する映像・情報など海外競馬に

参加するための情報を提供 

○ 競馬情報の提供や情報の拡散を目的に、ＪＲＡ公

式Facebookでは競馬情報やキャンペーン情報など

の投稿を、女性・若年層のフォロワー数の割合が高

いインスタグラムでは、馬や競馬へのポジティブイ

メージを持たれる内容を定期的に投稿 

〇 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に

より無観客となった日本ダービーでは、ＳＮＳで募

集したエールを騎手紹介セレモニーで紹介し、その

様子はYouTubeでライブ配信する、双方向コミュニ

ケーションを図る取組みを実施 

○ YouTubeは、レース映像やテレビＣＭ等の定期的

な動画掲載に加え、初の試みとしてジャパンカップ

に出走した３頭の三冠馬の最終追切３６０度ＶＲ

映像を掲載し１６万回再生を記録 

〇 入場制限下の中山競馬場で行われた９冠馬アー
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モンドアイの引退式を、初の試みとしてYouTubeで

ライブ配信した。２．２万人がライブ視聴し、僅

か３日間で３０万回再生を記録 

 

(10) お客様関連施設の充実 

 ① 京都競馬場整備工事

（スタンド工区） 

〇 お客様に快適な環境を提供するために、社会・時

代に即したスタンドとして、老朽化したグランドス

ワン改築及びビッグスワン改修工事を令和２年２

月に着工、新スタンドは令和５年３月、ビッグスワ

ンは令和６年３月にそれぞれ竣工予定 

② 中山競馬場スタンド

リフレッシュ工事 

○ スタンドを継続的に使用するための設備のリフ

レッシュ及びお客様サービスの向上に資するため、

第１期工事を平成２９年１２月に着工、平成３１年

２月に竣工。第２期工事は平成３０年１１月に着

工、令和元年８月には馬場内投票所内の「うまキッ

ズルーム」「ＵＰ－Ｓｅａｔ」が竣工し供用を開始、

その他については令和３年１１月に竣工予定 

③ ウインズ札幌Ａ館改

築工事 

○ ウインズ札幌を１館１棟に集約し、事業運営の効

率化を図るとともにお客様の満足度向上と新規の

お客様の獲得を目指し、令和３年３月に竣工予定。

なお、工事に伴い、平成３０年６月３０日以降はＢ

館とアーバン館で継続して運用 

④ その他 ○ お客様の利便性の向上のため、競馬場・ウインズ

等の館内諸施設の改善（エスカレーター、内装改修

等）のための工事を実施  

○ エクセル田無お客様エリア改修工事、ウインズ立

川Ａ館サイン改修・Ｂ館改修工事、ウインズ米子美

装美化工事を実施した。適切な施工管理を行い、工

期どおりに竣工 

(11) その他の取組み ○ ＱＲコードを用いて「マークカードレス」での便

利でスマートな勝馬投票券の購入を可能とする「ス
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マッピー投票」が利用できる投票機を、令和２年に

はＵＭＡＣＡ投票機の全国展開により全国４３か

所（ＵＭＡＣＡ導入事業所４２か所及びライトウイ

ンズ阿見）で運用 

○ これまで勝馬投票券の購入経験のない方に気軽

に競馬を体験いただく取組みの一つとして、ＧＩ競

走をより簡単に購入いただけるマークカード「ＧI

カード」を２月のフェブラリーＳから全国的に導入 

【ブース販売・ＪＲＡパーティーキャンペーン】 

〇 また、同様の目的での取組みを予定した、「ブース

販売」「ＪＲＡパーティーキャンペーン」について

は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に

より実施を取りやめ 
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５．ホスピタリティの向上 

項目 内訳 具体的な内容 

(1) 接客体制の充実 

 ① 接客応対の改善 ○ 接客スタッフの意識向上を図るための研修プロ

グラムを策定し、全競馬場・ウインズにおいて継続

的に展開 

② インフォメーション

機能の充実及びビギナー

ズセミナー等の実施 

○ 開催競馬場において、競馬ビギナーの方やより競

馬を深く知りたい方を対象としたビギナーズセミ

ナーを実施（２月２３日まで） 

○ 開催競馬場において、馬券の種類やマークカード

の記入方法等を案内するビギナーズカウンターを

設置（２月２３日まで） 

③ 外国人来場者への対

応 

○ 世界的な新型コロナウイルス感染症の感染拡大

の影響を受け、訪日および在日外国人をターゲッ

トとした来場促進キャンペーン等の実施を取りや

めたが、日本ダービー週およびジャパンカップ週

にジャパンタイムズ紙およびジャパンタイムズウ

ェブサイト上において競馬特集記事を掲載し、在

日外国人を中心として国内外に日本競馬の魅力を

訴求 

○ 開催競馬場における外国人来場者向けサービス

の実施も取りやめたが、来年度以降の外国人受け入

れ体制整備の一環として、英語版競馬カタログ（Go! 

Racing）、英語版中央競馬のあらまし（King of 

Sports）および英語競馬用語集の改定を実施 

○ 日本競馬の認知度を高めることを目的に、ＧⅠ競

走を中心としたレース映像を海外に配信するとと

もに、出馬表、過去成績等のデータを提供 

〇 外国語ホームページ（英・仏・中・韓）には、Ｇ

Ⅰ競走を中心とした出走馬情報やデータ等の日本

の競馬に関する情報を掲載 
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○ 世界的な新型コロナウイルス感染症の感染拡大

の影響を受け、海外競馬主催者等と連携した競馬主

要国における日本競馬プロモーションの実施を取

りやめ 

(2) 観戦環境等の向上 ○ 快適な観戦環境の整備に向けて、競馬場及びウイ

ンズにおける施設内の環境美化を推進するため、ク

リーンキャンペーンを実施 

○ 競馬場及びウインズ等において、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大による環境の変化に対応し、

お客様に安心して施設を利用していただけるよう

検温機器の整備などを実施 

○ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策

として、お客様と接触機会を低減するためクリーン

キャンペーンを見合わせる一方、競馬場及びウイン

ズ等における施設消毒の徹底やごみの回収に関す

る指導を実施 

○ 再開したエクセル（エクセルフロア）《田無・石和・

広島》の運用については、万が一感染が発生した場

合に備え、座席シートごとに利用者の連絡先を聞き

取り、感染症が発生した際に保健所等と連携した対

応がとれる体制を敷くとともに、ハンドスタンプを

中止しリストバンドを活用するなどの感染症対策

を実施 
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６．馬事振興 

項目 内訳 具体的な内容 

(1) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会への協力 

 ① 競技運営に関する支

援・協力 

○ 令和３年に延期となった東京2020オリンピック・

パラリンピック競技大会の円滑な開催に向けて、

(公財)東京 2020 オリンピック・パラリンピック競

技大会組織委員会等に対し以下の支援・協力を実施 

 ◇ 会場整備がほぼ整った馬事公苑において、（公

社）日本馬術連盟が主催する全日本大会等の馬術

競技会を開催し、施設面・競技運営面の各種運用

テストを実施 

◇ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技

大会の仮設施設及びオーバーレイ工事期間を通

じたＪＲＡの不動産等の無償貸付 

○ 馬術の競技力強化のため、(公社)日本馬術連盟が 

実施する馬術日本チームの競技力強化事業に対す

る支援を実施 

〇 競技馬の検疫および防疫対応について、農林水産

省および大会組織委員会等と協議するとともに、そ

の体制構築に向けた協力を実施 

〇 競走馬総合研究所の検査体制の強化（馬インフル

エンザ検査について国際標準規格 ISO17025の認定

を取得） 

② ＪＲＡ馬事公苑の整

備 

○ 大会組織委員会が行う仮設施設等の会場整備は、

大会直前に整備する施設を除き６月に終了 

〇 大会延期に伴い必要となった仮設施設の劣化防

止・台風対策等の延期対策工事を円滑に実施するた

め、大会組織委員会に対する協力を実施 

〇 馬術競技会場となる馬事公苑の仮設施設・オーバ

ーレイ工事に対する支援の実施 

(2) 乗馬の普及 ○ 各事業所において、一般市民やスポーツ少年団を
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対象とする乗馬指導、初心者を対象とする乗馬教室

を開催 

○ 馬と直接触れ合う機会を拡充するため、例年実施

している「馬に親しむ日」をはじめとする馬事イベ

ントは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影

響により中止 

○ 各競馬場において、「体験乗馬・馬車」「誘導馬に

よるお出迎え・お見送り」「ポニーとのふれあい」等

を実施（２月末まで） 

○ 乗馬・馬術競技の魅力を紹介するため、９月から

フジテレビにおいてミニ番組「お台場馬術部」を放

送 

○ 乗馬人口の拡大を図るため、(公社)全国乗馬倶楽

部振興協会、(公財)三木山人と馬とのふれあいの森

協会が実施する乗馬普及事業に対して助成 

(3) 引退競走馬のセカンドキ

ャリアの促進支援 

○ 引退競走馬に関する諸課題への取組みとして、競

馬サークル関係者による「引退競走馬に関する検討

委員会」を２回開催 

○ ＪＲＡ馬事公苑（宇都宮）等で引退競走馬を乗用

馬等へ転用するための調教（リトレーニング）方法

の研究を実施し、管理指針の制作配布を実施 

○ 障害者乗馬やホースセラピーを実施する各団体

の活動を支援 

(4) 馬術の振興 ○ ＪＲＡ主催大会として、引退競走馬・内国産乗用

馬限定の「ジャパンブリーディングホースショー」

を開催 

○ ＪＲＡ馬事公苑（世田谷）が使用できないことに

伴い、「関東高等学校自馬競技大会」や「日本乗馬少

年団連盟馬術選手権大会」等多くの競技会に東京競

馬場を貸与するとともに、大会主催者や大学等馬術

部の費用負担増に対する補助を実施 
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○ 馬を取扱う担当職員の技術向上を目的として、Ｊ

ＲＡ馬事公苑の馬術系総合職員による乗馬技術や

競走馬の再調教技術に関する各種講習会を実施 

○ 競馬関係者の馬への理解や取扱技術の向上を図

るため、馬術系総合職員による講習会を両トレーニ

ング・センター厩舎従業員に向けてリモートで実施 

○ 日本の馬術の振興を図るため、(公社)日本馬術連

盟が実施する馬術振興事業に対して助成 

〇 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大

会を契機として、馬や馬術競技の魅力を伝える映像

情報をテレビＣＭやインターネット等で発信 

(5) 馬事文化の発展への寄与 ○ 馬の博物館では、テーマ展として「小さな騎士

（ナイト）たち」「生類憐みの日本史～馬から犬ま

で～」、企画展として「和の匠 浮世絵に生きる馬

の風景」、等を開催した。なお、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大防止の観点から、春の特別イ

ベント「馬とあそぼうこどもの日」は中止、秋の

特別イベント「馬とのつどい２０２０」は抽選に

より人数限定の上実施、また、ふれあいイベント

も規模を縮小して実施 

○ 競馬博物館では、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止の観点から、多くの企画展を中止せ

ざるを得ない状況の中、「キタサンブラック顕彰馬

選定記念展」や「第８７回ダービー優勝馬展」な

どのエントランス展を開催 

○ 「Ｇａｔｅ Ｊ.」では、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止の観点から、一般のお客様に対

して閉館した。一方で、グリーンチャンネル等の

映像収録については、十分な対策を条件として会

場を提供（新橋）し、ＧⅠレース等の盛り上げに

寄与できた。 
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○ ＪＲＡ賞馬事文化賞の選考にあたっては、書籍・

映像・展覧会をはじめ幅広い分野から馬事文化に関

わる作品等、約３００点を対象に候補作品を絞り、

２度の選考委員会で審議を重ねた結果、『人と共に

生きる 日本の馬』（著者：高草操氏）を馬事文化賞

に選出 

○ 日本在来馬８種の保存・活用を目的として、(公社)

日本馬事協会が行う「保存活用推進事業」及び(公社)

全国乗馬倶楽部振興協会が行う「在来馬乗用化推進

事業」に対して助成 
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７．持続的な発展に向けた取組み 

項目 内訳 具体的な内容 

(1) 社会貢献活動 

 ① 地域社会との連携・

協調 

○ 関係法令に則り、事業所ごとに各防災計画・マニ

ュアルの整備及び職員他関係者への周知を徹底し、

関係者の防災意識の向上を促進 

○ 大規模災害発生時の対策として、競馬場において

は有事に備えて帰宅困難となった来場者及び周辺

住民の避難を想定し、防災備蓄品を適切に配備・管

理した。また、都市部ウインズにおいても、来場者

が帰宅困難となった場合を想定し、防災備蓄品を適

切に配備・管理 

○ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ

たうえで、地域の祭りや本部・事業所周辺の幼稚園・

保育園等の団体が主催する催しへの人馬（ポニー

等）の派遣等を行うなど、「馬」を活用した地域密着

型の協力を実施 

○ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大

会の延期に伴い、東京競馬場において実施予定であ

った聖火リレーセレブレーションは中止 

② 事業所周辺の整備に

関する取組み 

○ 競馬開催日の交通対策として、周辺環境に配慮し

来場車両を抑制するため、お客様に公共交通機関の

利用の呼びかけを実施 

○ 周辺道路の混雑及び渋滞の要因ともなる違法駐

車を排除するため、警備ポストを配置するなどの対

策を実施 

○ 競馬場・ウインズ等が所在する合計３８の地方自

治体に対して、道路・交通安全施設整備事業、教育・

社会福祉施設整備事業、公園整備事業等の合計３７

６事業に、総額５３．８億円の環境整備事業費を交

付し、事業所周辺の環境整備事業を実施 
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③ 畜産振興への支援

（畜産振興事業） 

○ ３月及び１０月に農林水産大臣の認可を得て、交

付金を交付（別表１２） 

④ 受動喫煙の防止対策 ○ 令和２年４月に改正健康増進法が施行されるに

あたり、屋内における喫煙施設の点検及び改修、屋

外における喫煙場所の移設・閉鎖等を実施、また、

職員・従事員などの関係者に対する啓発を実施し

た。お客様に対して、喫煙マナーに関するポスター

掲示などの広報・告知活動を実施 

(2) 環境への取組み 

 ① 資源循環型社会の構

築への貢献 

○「環境基本方針」（令和元年策定）に則り、事業活動

に伴う排出物について「３Ｒ（排出量の減少・繰り

返し使う・再利用する）」の推進、また、リサイクル

に供さない排出物については法令や自治体の条例

等に沿って適正処理を着実に実施。 

○ 令和２事業年度は、コロナ禍の影響による無観客

開催や場外発売の縮小などに伴い、排出物の総量は

64,421 t（対前年比 94.3％）、また、競馬開催に関す

る排出物のリサイクル率は 54.1％（前年比▲1.2 ポ

イント） 

② 地球温暖化防止 ○ 各事業所のエネルギー使用量を基に CO2 の排出

量を算定し把握するとともに、その排出抑制を目的

に策定した「総量削減」の目標を達成するために、

全事業所において省エネルギー推進体制を構築 

○ 電力需要が高い夏季及び冬季においては、別途

「省エネ対策」を作成し、関係団体を含む全事業所

において重点的な取組みを実施 

○ 令和２事業年度は、コロナ禍の影響が大きく、

CO2 総排出量は  73,394 t-CO2/年（対前年比

76.6％） 

○ 再生可能エネルギーへの取り組みとして、競馬学

校、東京競馬場、中山競馬場などにおいて、温室効
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果ガス排出抑制効果が高い「太陽光発電システム」

を運用中 

○ 両トレーニング・センターの事業運営の安定化及

び環境対応に資する目的で、使用済敷料の新たな処

理法として「バイオマス発電システム」を導入 

栗東：平成２８年１月着工 

令和元年１０月竣工 

美浦：平成３０年９月着工 

令和５年６月竣工予定 

③ 環境への取組みを通

じた地域社会との調和 

〇 競馬開催日（事業所営業日）における事業所周辺

環境保全のため、周辺清掃、環境汚染防止対策、周

辺道路の混雑緩和対策などを適切に実施 

④ 環境マネジメントの

推進 

〇 理事長を委員長とした「環境委員会」（令和２年よ

り）を中心に、環境への取組みを着実に推進する体

制を構築 

〇 環境関連法令・条例（グリーン購入法、環境配慮

契約法、省エネ法等）の遵守 

〇 環境教育（役職員向け）の継続的実施 

(3) 組織の運営等に関する取組み 

 ① 情報セキュリティの

確保 

○ 情報セキュリティ委員会を開催し、情報セキュ

リティの現状とセキュリティ体制の整備の現状及

び今後の方針について確認 

○ 情報セキュリティリテラシーの向上を図るた

め、全役職員を対象にｅラーニングによる教育及

び自己点検を実施したほか、新規採用者（資料配

布形式）、新任管理者（ビデオ視聴形式）及び監督

者（集合形式）を対象に研修を実施 

○ 情報漏えいリスクの低減を目的として、全役職

員を対象に標的型攻撃メール訓練を実施 

○ 情報セキュリティ点検として、外部機関による

ペネトレーションテストを実施 
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○ 競馬開催に関連する各システムにおいて、ファ

イアウォール（ＦＷ）等のセキュリティ機器を適

切に運用し、不正アクセスや情報漏えい等の起こ

らないセキュリティ体制を維持 

② 法令順守と透明性の確保 

ⅰ) コンプライアンス

に関すること 

○ コンプライアンス体制の一層の充実を図るため、

役職員が日々守るべき基本的な行動基準を具体化

した「コンプライアンス行動指針」の周知徹底に努

め、その実践を推進 

○ 役職員に対し継続的にコンプライアンスに関す

る研修を実施するとともに、コンプライアンス監

査・アンケート等によりコンプライアンス体制の現

況について確認、点検し、適宜必要な見直しを実施 

ⅱ) 個人情報、法人文書

等の管理に関すること 

○ 各種関係法令・規程等に基づき、個人情報及び法

人文書等の厳正な保護・管理を実施するとともに、

各種研修・会議において啓発活動を実施、またコン

プライアンス監査等を通じ管理体制を強化 

ⅲ) 情報公開に関する

こと 

○ 「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する

法律」に基づく開示請求は７件 

○ 「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関

する法律」に基づく訂正請求は１件 

○ 「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する

法律」の規定に基づき、ＪＲＡの経営内容等が記載

された文書を、引き続きＪＲＡホームページ等を活

用して公開 

ⅳ) 契約・入札等に関す

ること 

○ 契約・入札の適正化に向けた不断の点検を行い、

契約の一層の競争性・公正性の向上を推進 

○ 契約手続の透明性を確保するため、工事、物品の

製造・購入、役務等の入札及び契約に関する情報等

について、ＪＲＡホームページに随時公開 
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③ コンピュータ・シス

テムの更新及び全体最適

化 

○ 各システムの信頼性・安定性を確保するため、以

下のシステムについて更新等を実施 

ⅰ）令和２年に更新等を行い運用開始した主なシス

テム 

・ＪＲＡホームページシステム 

・屋外表示システム〔制御装置更新：阪神ＲＣ〕 

・欧字提供システム 

・情報照会システム（ＵＭＡポート） 

・簡易オッズシステム 

・トータリゼータセンタシステム 

ⅱ）令和２年に更新等に着手した主なシステム 

・インフォメーションシステム 

・統合ＤＢ 

・ＡＬＩＳ周回コース 

・ＪＲＡホームページシステム 

・データ放送システム(含むパドックビジョン専

用番組作成) 

・ＪＲＡダイレクトシステム 

・即ＰＡＴシステム 

○ システムの効率化、コストの削減を図るため、以

下のとおり全体最適化を推進 

ⅰ）新統合ＩＴ基盤への個別システム移行 

ⅱ）端末仮想化技術（シンクライアント端末）の導

入 

・役職員用ノート型シンクライアント端末 

・事業所共用端末のシンクライアント化 

ⅲ）全体最適化を推進するその他のシステム 

・即ＰＡＴシステムの統合、２拠点化 

④ 国際協調及び国際協

力の充実 

○ 世界的な新型コロナウイルス感染症の感染拡大

の影響を受け、リモート方式による国際競馬統括機

関連盟（ＩＦＨＡ）執行協議会において、常任理事
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国として種々の世界規模の課題について各国・地域

代表者と討議し、有効な方策の検討や各国・地域間

の意見を調整 

〇 リモート方式によるＩＦＨＡの各諮問委員会に

もそれぞれの委員が出席し、競馬の国際協調及び発

展に向けての各専門分野における協議にも積極的

に参画 

○ ２月に南アフリカで開催された第３８回アジア

競馬会議への出席およびその後リモート出席とな

ったアジア競馬連盟（ＡＲＦ）執行協議会において

ＡＲＦ副会長国として国際間における課題解決へ

の取組みを推進した。特に薬物規制の強化、ワール

ドランキングにおける質的管理、海外違法賭事の取

り締まり、馬の国際間移動の促進などに向けて実効

性を伴う施策を検討 

〇 １０月にウェビナー（テーマ：新型コロナウイル

ス感染症への対応）が３回開催され、第１回に後藤

理事長がビデオ出席 

○ 世界的な新型コロナウイルス感染症の感染拡大

の影響を受け、日本の競馬産業全般を学習するため

のＡＲＦ定期研修、競馬に関する専門的技能等を習

得するためのＡＲＦ専門研修、およびＪＲＡ獣医師

による獣医技術現地研修等の実施を取りやめ 

○ 中国国内の馬産業及び競馬事情については、リモ

ート面談による調査を実施 

○ 世界的な新型コロナウイルス感染症の感染拡大

の影響により関係者の来日はなかったものの、諸外

国との交流の一環として、アメリカ他１８の国・地

域との交換競走を滞りなく実施 

⑤ 次世代育成 ○ 例年実施している獣医系・畜産系学生を対象とし

た研修（競走馬総合研究所における「馬臨床サマー
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スクール」など）は、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大の影響により中止 

○ 競走馬の獣医師を目指す学生を支援することを

目的とした奨学金事業を実施 

○ 幼少期から馬への理解を深め、生き物を通じた豊

かな人間性の形成に寄与するよう、事業所から実馬

を派遣し「小学校出張授業」を実施するとともに、

キッザニア甲子園に「ホースパーク」パビリオンを

年間を通じて出展（新型コロナウイルス感染症の感

染拡大の影響により３か月間営業休止） 

○ 乗馬に取り組む子供たちの目標となる大会とし

て、例年実施している「全国ポニー競馬選手権（ジ

ョッキーベイビーズ）」は、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大の影響により中止 

⑥ ギャンブル障害への

対応 

○ ＪＲＡホームページ、ポスター、ＣＭ、新聞広

告、レーシングプログラム及び勝馬投票券発売機

等における注意喚起文の掲載やリーフレット等に

おける知識の普及啓発を継続的に実施した。ま

た、５月１４～２０日のギャンブル等依存症問題

啓発週間において、ＪＲＡホームページ等による

告知、他種公営競技と連携した啓発ポスターの作

成等を実施 

○ ＪＲＡインフォメーションデスクにおいてお客

様への相談対応を実施した。また、他種公営競技

と連携し、中央競馬・公営競技のお客様及びその

ご家族のご相談を一元的・専門的に受け付ける相

談窓口として「公営競技ギャンブル依存症カウン

セリングセンター」を運営 

○ お客様及びそのご家族からの申請により、競馬

場・ウインズへの入場を制限する制度及び電話・

インターネット投票の利用を停止する制度を実施
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した。また、お客様ご自身で電話・インターネッ

ト投票の購入上限額を設定できる制度を実施 

○ ｅ－ラーニングを活用した役職員向けの研修を

実施 

⑦ 勝馬投票に関わる違法行為等の防止対策 

ⅰ) ノミ行為、違法イン

ターネット賭事、悪質な

競馬情報提供会社による

被害等の防止対策 

○ ノミ行為・インターネット賭事等の違法行為防止

対策として、これらの勝馬投票類似行為が違法であ

ることについて、レーシングプログラムやＪＲＡホ

ームページ等を活用した啓発活動を実施 

○ 競馬予想に関する特別な情報を提供すると喧伝

する一部の悪質な会社よる被害を防止するため、情

報収集を継続的に実施し、競馬場・ウインズのモニ

ター等において注意喚起を図るビデオを放映した

ほか、レーシングプログラム等各種媒体にお客様向

けの注意喚起文を掲載し、広報・告知活動を強化 

ⅱ) 未成年者の勝馬投

票券購入防止対策 

○ 職員等による指導注意活動を実施するとともに、

レーシングプログラム等を活用した広報・告知活動

を実施 

⑧ その他の取組み 

ⅰ) 業務運営の効率化 ○ 働き方改革や少子高齢化といった課題に対応す

るとともに、新型コロナウイルス感染症の感染拡大

の影響があっても業務運営を滞りなく実施するた

めに、テレワークの導入をはじめとした業務運営の

効率化及び労働生産性の向上に向け、新たなＩＣＴ

（情報通信技術）の導入等を実施 

ⅱ) 人材育成の充実 ○ 職員に対し、個々の更なる能力向上や組織の活性

化のため以下の研修を実施 

◇ 人材育成における中長期的目的達成のための

階層別研修 

◇ 部門・分野によって必要となる高度な専門的知

識習得のための専門研修及び業務遂行上で求め
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られる一般的で普遍的な知識・資格習得の機会付

与を目的とした一般研修 

○ 関連団体の職員を対象とした研修等を実施し、Ｊ             

ＲＡについての知識と理解を深めるとともに、ＪＲ

Ａグループの一員としての意識を向上 

ⅲ) 経営資源の有効活

用 

【資産の有効活用】 

○ ジャパンカップにおけるロンジン社とのパート

ナーシップを継続し、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大による不安定な情勢下にあっても、同社の

ブランドイメージや競馬をイメージした広告展開

でのジャパンカップのＰＲにより、国際的なスポー

ツエンターテインメントとしての雰囲気を醸成 

【インターネット投票における地方競馬の受託発売

の実施】 

○ Ａ－ＰＡＴ会員及び即ＰＡＴ会員向けに、インタ

ーネット投票による地方競馬の受託発売を実施（発

売日数２３３日、発売金約１，４９０億円） 

※ 栗東トレーニング・

センター火災事故への対

応 

○ 令和２年８月に栗東トレーニング・センターで発

生した火災事故を踏まえ、美浦・栗東両トレーニン

グ・センターのすべての厩舎に対して防火設備等の

点検を実施するとともに、厩舎関係者に対して防火

に関する研修を実施 
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【別表１】 
 １．開催競馬場別開催実績 

  回 数  日  数  競 走 回 数  出 走 延 頭 数  入 場 人 員  発   売   金   額  

札 幌     ２回   １４日     １６８競走      ２，０２８頭            ０名  １１８，４０２，６４２，５００円 

函 館     ２   １２     １４４     １，７５７           ０    ７５，４５６，２７７，８００ 

福 島     ３   ２０     ２４０     ３，４７４       ６，４８７ １３３，１２０，６４８，６００ 

新 潟     ４   ２６     ３１２     ４，５５２       ４，０１１ ２２１，４０１，８６０，２００ 

中 山     ５   ４３     ５１６     ７，４８６     ２７９，９５７ ５３５，４３９，５０９，０００ 

東 京    ５   ４５     ５４０     ７，７７９     ２２１，６１０ ６３２，３０９，５２９，２００ 

中 京     ３   ２３     ２７６     ３，８４８       ９，９１５   ２００，３８５，０７３，７００ 

京 都     ４   ３７     ４４４     ５，９９０     ３１４，３７４   ３９９，７２０，４２２，８００ 

阪 神     ６   ４８      ５７６     ７，８３６      ４０，２５６   ５４７，５３３，９９８，１００ 

小 倉     ２   ２０      ２４０     ３，３７７     １１４，３６０ １２８，９８０，３４６，５００ 

計  ３６  ２８８   ３，４５６    ４８，１２７     ９９０，９７０ ２，９９２，７５０，３０８，４００ 

                                                           
 ２．競走成績 

 
 

種 別 

競  走  回  数   
   

    出走延頭数  出走実頭数  １競走平均出走頭数 

一般競走  特別競走  重賞競走  合  計  
   

平 地 

２  歳     ５８３ 回     ３９ 回    １４ 回    ６３６ 回    ８，６０１ 頭    ３，４０９頭      １３．５ 頭 

３歳以上   １，８３７    ７４３   １１５  ２，６９５   ３７，９６３    ８，０２２      １４．１ 

障  害      １０７      ８    １０    １２５     １，５６３      ４９２      １２．５ 

合  計    ２，５２７    ７９０   １３９  ３，４５６   ４８，１２７  ※１１，６９２      １３．９ 

  ※ 平地競走と障害競走の両方に出走した馬の数は、２３１頭 
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【別表２】 

◎ 令和２事業年度の各種実績 

※１うち女性入場人員は 148,600 名（対前年比 13.7％）。全体比 15.0％。 
※２開催競馬場の入場人員にパークウインズ(1,364,800 名)、場外発売所(12,464,172 名)、電話・

インターネット投票(154,768,797 名（含む海外競馬の利用者 1,473,466 名）)の利用者数を加え

たもの。 

● 開催日程の変更等 

  降雪の影響により、第３回中山競馬第２日（３月２９日）第３競走以降を中止し、３月３１日

（火）に続行競馬を実施 

 

〔発売金〕 

 ※１構成比については、端数処理をしているため、合計が 100％とならない場合がある。 

○ １０競馬場、３８場外発売所（盛岡・水沢の地方競馬場含む）及び電話・インターネット投票

において勝馬投票券発売業務を実施 

○ ウインズ浦和・ウインズ川崎・ウインズ三本木を含む５６か所の地方競馬施設※２に勝馬投票券

発売業務を委託 

○ 中央競馬の発売金（海外競馬及びＷＩＮ５を除く）に占める重賞競走の割合は 30.6％（前年実

績 31.3％）、ＧⅠ競走の割合は 14.6％（前年実績 15.0％） 

○ ＧⅠ競走の発売金は対前年比 100.1％となり、前年実績を上回った競走は、全２４競走中１１

競走 

○ 海外競馬の発売を６競走で実施 

 ※２Ｊ－ＰＬＡＣＥ宇部は１２月１５日に発売を開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

   対前年比 構成比(前年)      ※１ 

中央競馬発売金 

（内訳） 

   開催場における自場分 

      〃   他場分 

   パークウインズ 

場外発売所 

電話・インターネット投票  

2,992,750,308,400 円 

 

16,457,090,600 円 

11,158,073,600 円 

24,485,915,700 円 

165,308,075,100 円 

2,775,341,153,400 円 

103.4% 

 

19.5% 

21.8% 

19.9% 

27.5% 

136.5% 

- 

 

  0.5%( 2.9%) 

  0.4%( 1.8%) 

  0.8%( 4.3%) 

  5.5%(20.8%) 

 92.7%(70.3%) 

  海外競馬発売金 7,731,365,800 円 43.5% - 

 発売金（中央競馬＋海外競馬） 3,000,481,674,200 円 103.0% - 

①開催回数・開催日数 36 回・288 日 

②競走回数 3,456 競走（前年実績 3,452 競走） 

③出走延頭数 48,127 頭（前年実績 47,345 頭） 

④勝馬投票券の発売金 3,000,481,674,200 円（対前年比 103.0％） 

⑤開催競馬場の入場人員 990,970 名（対前年比 15.9％）※１ 

⑥お客様総数※２ 169,588,739 名（対前年比 91.4％） 
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【別表３】開催回数の推移（平成元年以降） 

 

 

【別表４】開催日数及び競走回数の推移（平成元年以降） 

 

 

【別表５】出走頭数の推移（平成元年以降） 

 
 

 

  

注）平成 11 年：厩務員春闘の影響により 3 回中山第 3 日、2 回阪神第 3 日、2 回中京第 3 日を取止め 
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【別表６】お客様総数及び開催競馬場入場人員の推移 

 

 

【別表７】発売金の推移 
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【別表８】電話・インターネット投票会員数の推移（平成元年以降） 
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【別表９】投票法毎の発売金の構成比（％）の推移（平成元年以降）※ 海外競馬分を除く 

  単勝 複勝 枠連 馬連 ワイド 馬単 ３連複 ３連単 ＷＩＮ５ 

平成元年 2.8  2.2  94.9  - - - - - - 

２年 2.8  2.2  95.0  - - - - - - 

３年 2.9  2.3  81.3  13.5  - - - - - 

４年 2.7  2.3  35.4  59.6  - - - - - 

５年 2.8  2.5  26.6  68.1  - - - - - 

６年 2.7  2.6  22.9  71.8  - - - - - 

７年 2.6  2.6  19.9  74.9  - - - - - 

８年 2.6  2.6  17.8  77.0  - - - - - 

９年 2.8  2.8  16.4  78.0  - - - - - 

１０年 3.1  2.9  15.1  78.9  - - - - - 

１１年 3.1  3.0  12.9  79.3  1.7  - - - - 

１２年 3.0  2.4  10.9  70.5  13.2  - - - - 

１３年 3.1  2.4  9.9  70.4  14.2  - - - - 

１４年 2.8  2.4  8.3  54.7  10.8  10.9  10.1  - - 

１５年 2.7  2.5  6.4  34.2  5.8  24.1  24.3  - - 

１６年 2.9  2.7  5.8  28.2  4.9  22.0  25.5  8.0  - 

１７年 3.1  3.3  4.7  21.1  4.2  17.2  19.3  27.1  - 

１８年 3.4  4.0  4.8  19.6  4.4  15.7  19.4  28.7  - 

１９年 3.8  4.2  4.6  18.6  4.4  14.5  20.1  29.8  - 

２０年 3.7  5.1  4.3  17.1  4.3  12.4  19.2  33.9  - 

２１年 3.9  5.9  4.0  15.6  4.5  10.4  18.0  37.7  - 

２２年 4.2  6.4  3.8  15.1  4.8  9.8  18.7  37.3  - 

２３年 4.5 7.2 3.5 14.3 5.1 9.1 18.1 36.2 2.0 

２４年 4.7 7.6 3.6 13.9 5.4 8.7 18.2 35.8 2.1 

２５年 5.0 8.3 3.5 13.6 5.5 8.5 18.2 35.6 1.8 

２６年 5.3 8.6 3.5 14.3 6.0 7.9 18.6 34.2 1.5 

２７年 5.5 7.7 3.6 15.1 6.8 7.6 19.6 32.7 1.4 

２８年 5.6 8.1 3.4  14.5  7.2  7.2  19.9  32.8  1.3  

２９年 5.9 8.4 3.3 14.4 7.6 6.9 20.1 32.2 1.2 

３０年 6.2 8.7 3.1 14.3 8.2 6.6 20.1 31.5 1.3 

令和元年 6.4  8.8  2.9  13.8  8.8  6.4  20.5  31.0  1.2  

２年 6.8  9.6  2.5  13.4  9.9  6.0  21.2  29.2  1.5  
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【別表１０】馬主・調教師・騎手・調教助手・厩務員数の推移（平成元年以降） 

 

 

【別表１１】国際競走等の状況 

（１） ＪＲＡ所属馬の海外遠征状況 

 

 

（２）外国馬のＪＲＡ競走への出走状況 

  

出走月日 開催国 競走名 ｸﾞﾚｰﾄ ﾞ 馬場 距離 馬名 騎手名 調教師名 着順／出走頭数

2月20日 UAE UAEオークス G3 ダート 1900m セラン 武豊 松永　幹夫 3/6

2月22日 オーストラリア ピーターヤングステークス G2 芝 1800m スズカデヴィアス Ｍ．ディー 橋田　満 7/9

2月29日 サウジアラビア モハメドユスフナギモーターズカップ 芝 2100m ディアドラ Ｏ．マーフィー 橋田　満 2/8

2月29日 サウジアラビア サンバサウジダービーカップ ダート 1600m フルフラット 武豊 森　秀行 1/13

2月29日 サウジアラビア サウジアカップ ダート 1200m マテラスカイ 武豊 森　秀行 2/13

2月29日 サウジアラビア サウジカップ G1 ダート 1800m ゴールドドリーム Ｃ．ルメール 平田　修 6/14

2月29日 サウジアラビア サウジカップ G1 ダート 1800m クリソベリル Ｃ．スミヨン 音無　秀孝 7/14

3月7日 オーストラリア オーストラリアンカップ G1 芝 2000m スズカデヴィアス D．イェンダル 橋田　満 9/14

3月21日 オーストラリア モーニントンカップ L 芝 2400m スズカデヴィアス Ｊ．アレン 橋田　満 11/12

4月11日 オーストラリア クイーンエリザベスステークス G1 芝 2000m ダノンプレミアム Ｊ．マクドナルド 中内田　充正 3/12

7月5日 イギリス エクリプスステークス G1 芝 1990m ディアドラ Ｏ．マーフィー 橋田　満 5/7

7月30日 イギリス ナッソーステークス G1 芝 1980m ディアドラ Ｏ．マーフィー 橋田　満 7/7

10月4日 フランス 凱旋門賞 G1 芝 2400m ディアドラ Ｊ．スペンサー 橋田　満 8/11

11月7日 アメリカ ブリーダーズカップスプリント G1 ダート 1200m ジャスパープリンス Ｊ. オルティス 森　秀行 14/14

11月20日 バーレーン バーレーンインターナショナルトロフィー 芝 2000m ディアドラ Ｈ. ドイル 橋田　満 8/14

12月13日 香港 香港スプリント G1 芝 1200m ダノンスマッシュ Ｒ. ムーア 安田　隆行 1/14

12月13日 香港 香港スプリント G1 芝 1200m タワーオブロンドン Ｗ. ビュイック 藤沢　和雄 13/14

12月13日 香港 香港マイル G1 芝 1600m アドマイヤマーズ Ｒ. ムーア 友道　康夫 3/10

12月13日 香港 香港カップ G1 芝 2000m ノームコア Ｚ. パートン 萩原　清 1/8

12月13日 香港 香港カップ G1 芝 2000m ウインブライト 松岡　正海 畠山　吉宏 2/8

12月13日 香港 香港カップ G1 芝 2000m ダノンプレミアム Ｗ. ビュイック 中内田　充正 4/8

競走名 馬名 性 年齢 所属国 着順／出走頭数

ジャパンカップ ウェイトゥパリス 牡 ７歳 仏 10/15



- 57 - 

 

【別表１２】 

◎ 特別振興事業について 

① 競馬振興事業（令和２事業年度） 

 【ＪＲＡ直接実施事業】 

事 業 名 事 業 内 容 実施額（円） 

1.競馬理解増進総合事業 

（競馬場誘引型） 

（催事型） 

 

（メディア活用型） 

（馬事紹介型） 

 

・競馬場への来場を誘引するための催事等の実施 

・競馬未経験層を主な対象としたキャンペーンや

催事等の実施 

・メディア等を通じた競馬未経験層への理解増進 

・馬を活用した催事等の実施 

2,096,866,203 

2.厩舎関係者救護体制円滑化事業 医療機器整備を通じた、競馬場等の近隣医療機関

との連携強化 

26,542,403 

3.厩舎関係者救護体制特別支援事業 新型コロナ禍における関係医療機関に対する医療

資源確保の支援 

225,285,430 

4.競走馬の獣医師を目指す学生のため

の学業奨励事業 

競走馬の獣医師を目指す大学の獣医学生を対象と

した奨学金制度 

28,270,000 

5.国際競馬振興事業 アジア競馬振興関連経費、諸外国における日本競

馬プロモーション展開等 

19,718,320 

6.東京2020オリンピック・パラリンピ

ック競技大会に向けた馬事公苑整備

工事に伴う各種馬術競技会開催等支

援事業【直接実施分】 

東京競馬場等の馬術競技会開催に必要な競技用馬

の確保等支援 

3,666,880 

7.東京2020オリンピック・パラリンピ

ック競技大会を契機とする「馬術の裾

野拡充」及び「引退競走馬のセカンド

キャリア形成等に向けた取組み支援」

事業【直接実施分】 

馬術の裾野拡充に資する映像情報の制作・提供、引

退競走馬の諸課題に関する調査研究、障害者乗馬・

ホースセラピー等活動支援啓発等 

1,606,702,006  

 

 

8.東京2020オリンピック・パラリンピ

ック競技大会に向けた会場整備等支

援事業 

東京オリパラ組織委員会の取組みへの協力を通じ

た、馬事振興・競馬産業への理解醸成 

4,000,000,000 

9.東京2020オリンピック・パラリンピ

ック競技大会馬術競技開催に向けた

JRA馬事公苑整備事業 

JRA馬事公苑諸施設の整備 27,735,621 

合   計  8,034,786,863 

 

 

 

 

  



- 58 - 

 

【助成事業】 

事 業 名 事業実施主体 事 業 内 容 交付額（円） 

1.競馬場通りの街路灯更新事

業 

府中市 東京競馬場前の競馬場通りに設置

されている街路灯の更新 

46,186,800 

2.ウォーキングマシーン導入

支援事業 

(一社)日本調教師会 トレーニング・センターにおける

ウォーキングマシン導入に係る支

援 

 45,118,458 

3.JBBA 人材養成事業用施設整

備事業 

(公社)日本軽種馬協会 ＪＢＢＡが行っている軽種馬育成

技術者養成研修の施設改修 

381,000,000 

4.引退名馬繋養展示事業 (公財)ジャパン・スタ

ッドブック・インター

ナショナル 

競馬の発展に貢献した名馬とのふ

れあい創出、名馬の余生の環境作

り 

37,882,510 

5.競走馬マイクロチップ埋込

推進事業 

(公財)ジャパン・スタ

ッドブック・インター

ナショナル 

マイクロチップ埋込に係る経費の一

部補助 

18,801,780 

 

6.日本競馬の情報・技術発信 

事業 

(公財)ジャパン・スタ

ッドブック・インター

ナショナル 

海外へのレース映像配信、ウェブ

サイト等を通じた海外への日本競

馬情報発信及び人材交流等を通じ

た技術発信 

79,163,302 

7.地方競馬との共同広報事業 特別区競馬組合 

兵庫県競馬組合 

地方競馬主催者と共同で行う情報

提供・広報宣伝 

144,651,525 

8.軽種馬改良情報システム 

 整備事業 

(公社)日本軽種馬協会 軽種馬改良情報システムの改修 98,000,000 

9.地方競馬振興促進事業 各地方競馬主催者等 地方競馬場、発売施設の整備等 71,544,140 

10.競走馬理化学研究所におけ

る新薬物検査体制確立事業 

(公財)競走馬理化学研

究所 

国際標準に合致した薬物検査体制

の構築・整備 

502,000,000 

11. 競走馬理化学研究所にお

ける競走馬の遺伝子ドーピン

グ検査法確立事業 

(公財)競走馬理化学研

究所 

競走馬の不正な遺伝子操作の抑止

及び規制に係る事業 

68,560,000 

12.東京 2020 オリンピック・パ

ラリンピック競技大会に向け

た馬術競技強化対策事業 

(公社)日本馬術連盟 

 

(公社)日本近代五種協

会 

東京オリンピック・パラリンピッ

クで好成績をあげるための選手強

化、優良競技馬の確保等 

954,700,000 

 

52,000,000 

 

13.東京 2020 オリンピック・パ

ラリンピック競技大会に向

けた馬事公苑整備工事に伴

う各種馬術競技会開催等支

援事業【助成分】 

(公社)日本馬術連盟 

 

(公財)三木山人と馬と

のふれあいの森協会 

馬事公苑整備工事に伴い影響を受

ける各種馬術競技会が安定的に開

催されるための支援 

135,000,000 

 

565,000,000 

 

14. 東京 2020 オリンピック・

パラリンピック競技大会を

契機とする「馬術の裾野拡

充」及び「引退競走馬のセカ

ンドキャリア形成等に向け

た取組み支援」事業【助成分】 

(公社)全国乗馬倶楽部

振興協会 

 

(公社)日本馬事協会 

馬に係わる人材の養成、障害者乗

馬・ホースセラピー活動の充実、引

退競走馬の乗用馬への転用促進等 

474,000,000 

 

 

8,500,000 

合   計   3,682,108,515 
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②畜産振興事業（令和２事業年度） 

 事 業 名 事業実施主体 事 業 内 容 
交付決定額 

（千円） 

1 

北海道和種を代理母に

して高付加価値生産の

確立事業 

岩手ふるさと農業協同組合 

馬産農家の高齢化と飼養環境の変化

から東北の馬産地である青森県と岩

手県の生産頭数が減少しており、その

対策として、飼養管理者の労働負担を

少なくし、適正な価格で販売できる馬

の生産方法の確立が必要である。この

事業は、受精卵移植の技術を活用して

北海道和種を代理出産母馬にして優

良な血統書付き乗用馬を生産し、低コ

ストでの飼養と馴致・調教を行い、適

正な価格で販売できる方法を検討す

ることにより、次世代へ継続できる馬

産地づくりを目的とする。 

10,364 

2 
自然災害に強い畜産経

営の実現調査事業 

一般社団法人 全日本畜産

経営者協会 

我が国では過去 10 年間、平成 23 年

の東日本大震災に加えて多くの台風・

豪雨災害が発生し畜産経営に甚大な

被害をもたらしている。この事業は、

全国で自然災害に強い畜産経営の実

態調査を行うとともに、地域段階でワ

ークショップを開催し、災害時・災害

後の対応方法である畜産インフラの

機能診断、リスク分析、予防保全対策

等を「畜産経営災害危機管理マニュア

ル」として取りまとめ、自然災害に強

い畜産経営の実現に資することを目

的とする。 

11,425 

3 
混合発酵飼料を用いた

羊肉生産実証事業 

公益社団法人 畜産技術協

会 

この事業は、めん羊を活用した被災地

域の畜産振興に資するため、福島県の

地域特産物であるリンゴの加工残渣

を利用したリンゴジュース粕混合発

酵飼料を活用したプレミアム羊肉の

生産実証に向け、混合発酵飼料の品質

安定化や給与体系に関する調査を実

施するとともに、混合発酵飼料給与効

果の検証等を行い、地域に貢献できる

販売体系等を検討することを目的と

する。 

48,410 

4 
原発事故被災地での飼

料生産促進事業 
立野連絡協議会 

原発事故被災地での畜産の再生を図

るため、福島県浪江町内に酪農復興牧

場（搾乳１千頭規模）の建設が予定さ

れており、同町内の立野地区では担い

手に集積した農地 100ｈａにおいて

飼料作物の供給と堆肥の受け入れが

計画されている。しかし、事前に実施

した試験栽培の結果、一部の圃場で放

射性物質の自主基準値（30Ｂｑ／ｋ

ｇ）を超える恐れがあることが判明し

たため、この事業では建設計画の実施

に先立ち堆肥施用による地力回復効

果とともに堆肥中のカリウムによる

放射性物質の移行低減効果を検証す

るための実証栽培を行うことを目的

19,648 
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とする。 

5 

酪農家の働き方改革簡

易診断解決ツール開発

事業 

公益財団法人 日本生産性

本部 

この事業は、酪農経営の集約化、大規

模化の進展の下で改善されていない

長時間労働という酪農家の労働負担

の軽減を図るため、前事業により明ら

かとなった酪農家の働き方改革の阻

害要因、すなわち５Sやカイゼンのポ

イントとその解決策の方法について、

酪農家自身が自発的かつ容易に実施

できる「簡易診断解決ツール」を開発

するとともに、農協等と共同でセミナ

ーを開催し、当該ツールを酪農家に普

及啓発することを目的とする。 

11,612 

6 
スマート畜産海外先進

モデル調査事業 

公益社団法人 畜産技術協

会 

近年、耕種部門を中心にスマート農業

の普及が推進されているものの、畜産

においては、飼料生産(放牧を含む)、

繁殖、肥育等、堆肥処理、畜産物加工

等生産工程が多岐にわたることもあ

り、先進技術を利用したスマート化が

遅れている現状にある。この事業では

AI、IoT 等を活用したスマート畜産の

先進国の事例を現地調査し、報告書を

作成するとともに、セミナー等を開催

してわが国に適したスマート畜産の

普及を図ることを目的とする。 

18,505 

7 
産業動物女性獣医師の

活動推進事業 
国立大学法人 宮崎大学 

この事業は、産業動物に関わる女性獣

医師が離職することなく生涯働き通

せるよう、女性が結婚・妊娠・出産・

育児・介護等の悩みを共有できるネッ

トワークの強化や女性に対しメンタ

ルヘルスについての啓発を行い、ワー

ク・ライフ・バランスの実現に必要な

知識の普及を行っていくとともに、事

業者に対しても、広報活動を通じて職

場環境改善の提言を行うことを目的

とする。 

1,409 

8 
障がい者養蜂での労働

環境創出調査研究事業 

一般社団法人 トウヨウミ

ツバチ協会 

障がい者が養蜂現場に障がいの程度

に応じて参画するためには、適切な技

術指導や知識の習得だけでなく、現場

での実技指導が不可欠である。この事

業は、近隣の養蜂家から直接定期的に

指導を受ける一方、専門家とともに技

術習得の過程改善や労働参画意欲の

向上、一般就労への移行の可能性など

を検証し、その成果を公開すると同時

に、現地での検討会や全国規模の報告

会を開催することを目的とする。 

31,792 

9 
牛乳房炎に対する乳汁

移植技術開発事業 

学校法人 麻布獣医学園 

麻布大学 

この事業は、乳牛の抗菌剤によらない

乳房炎治療法の知見を提供し乳房炎

の防止を図るため、乳房炎の発症時の

乳房内微生物叢及び健常牛の乳房内

微生物叢を網羅的に解析し、乳房炎を

引き起こしている病原性微生物を明

らかにするとともに、健常牛の乳汁移

植療法による乳房内微生物叢の正常

36,735 
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化によって乳房炎の治癒を可能にす

る技術を開発することを目的とする。 

10 

マイクロ波食肉製品異

物検出装置研究開発事

業 

食肉生産技術研究組合 

この事業は、食肉事業者にＨＡＣＣＰ

による衛生管理が制度化される中、食

肉製造段階における食肉の安全性の

確保に対応するため、食肉製品の原料

及び食肉製品に付着又は埋没してい

る金属片、獣毛等の全ての異物を検出

するマイクロ波を活用した食肉製品

異物検出装置の研究開発を目的とす

る。 

64,447 

11 
牛乳の異臭成分発生防

御に関する研究事業 

学校法人 渡辺学園 東京

家政大学 

この事業は、乳製品の原料となる生乳

の異臭問題を未然に防止するため、市

販牛乳において発生が確認され、生乳

生産現場で発生している可能性が高

いと考えられる異臭成分（2-ヨード-

4-メチルフェノール）が、どのように

生乳に混入し、牛乳にまで影響を及ぼ

したかを明らかにするとともに、どの

ようにこの異臭が発生しているのか

を解明することを目的とする。 

3,948 

12 

電子指示書を用いた豚

群衛生管理の実証試験

事業 

国立大学法人 東京大学 

この事業では、動物用医薬品の適正な

使用に基づく、衛生管理の向上と畜産

物の安全性の確保に資するため、抗菌

剤等の動物用医薬品の購入に要する

獣医師の指示書を獣医師、生産者、医

薬品販売店、家畜保健衛生所の間で共

有するため電子的に送受信する仕組

みを検討・作成し、養豚分野で実証試

験を行うとともに、飼養衛生管理の向

上等に活用する方法を検討する。さら

に、他の畜種も含め、全国展開する際

の課題を整理し、我が国の実態に即し

た仕組みを提案することを目的とす

る。 

90,942 

13 
国産豚で作る生ハム認

証基準制定・普及事業 

一般社団法人 国産生ハム

普及協会 

この事業は、国産豚の低需要部位であ

る腿肉と塩のみで作られる国産長期

熟成生ハムの認知度の確保・向上及び

普及を図るため、前事業の成果を踏ま

え、製造施設の環境調査、販売製品の

微生物や成分検査等を行い、生産者団

体として認証制度を確立し、信頼確保

や品質向上と安定の基盤作りを行う

とともに、認知度を向上させるための

新たなブランド化を含む普及活動を

行うことを目的とする。 

31,654 

14 
乳・乳製品の官能評価員

能力向上・認定事業 

公益財団法人 日本乳業技

術協会 

この事業は、近年、学校給食用牛乳の

異味・異臭問題等がクローズアップさ

れる中、異常風味の検出、乳・乳製品

の安全性・品質の判断に不可欠なヒト

の五感による官能評価のレベルアッ

プを図るために、集乳から製品出荷に

至る各段階における評価者である集

乳車の運転手などの官能評価実施者

を対象とした研修会を実施し、評価員

44,647 
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の認定を行うことにより、酪農乳業全

体の官能評価技術のレベルアップを

図ることを目的とする。 

15 

ジビエ利用促進畜産物

生産環境保全・安全確保

推進事業 

公益財団法人 日本食肉消

費総合センター 

安全な畜産物の生産環境を保全する

上で野生鳥獣の生息数の適切なコン

トロールを行うことが喫緊の課題と

なる中、豚熱の感染拡大に対応した対

策が強化されており、野生イノシシ等

の野生鳥獣の捕獲の強化に伴い、ジビ

エとしての利用の促進が急務となっ

ている。この事業は、一般消費者のジ

ビエに対する理解醸成を図るための

試食イベントの開催等を行うととも

に、ジビエの処理加工・流通の高度化

を図るための研究会の開催等を行う

ことを目的とする。 

32,028 

16 
食肉流通ＨＡＣＣＰ推

進事業 

全国食肉事業協同組合連合

会 

この事業は、食肉卸・小売業者がＨＡ

ＣＣＰ導入の義務化に対応し、引き続

き現場での「ＨＡＣＣＰの考え方を取

り入れた衛生管理」を定着させるた

め、記録の習慣化やさらなる衛生管理

の改善点、フォローアップ等に関する

巡回指導、セミナー等を引き続き行

う。さらに、「ＨＡＣＣＰに基づく衛

生管理（基準 A）」については、50 人

以上の食肉処理事業所を対象として

いるものの、50 人未満であっても自

主的にステップアップを目指す事業

者からの要望があることから、今後、

基準 A からの第三者認証への移行も

踏まえ、「ＨＡＣＣＰに基づく衛生管

理のための手引書」を作成し関係者に

配布することにより、安全・安心な国

産食肉の供給に資することを目的と

する。 

163,854 

17 
乳用牛生産性長命連産

性の遺伝改良研究事業 

一般社団法人 日本ホルス

タイン登録協会 

この事業は、乳用牛の生産性及び長命

連産性の遺伝的能力の向上を図るた

め、耐病性のゲノミック評価法と耐病

性の選抜指数（耐病性指数）を研究開

発するとともに、生産寿命に影響する

体型形質、繁殖性及び耐病性を考慮し

た改良を推進するため、総合指数並び

に長命連産効果を抜本的に見直す研

究を行い、その成果の提供方法を検討

し、改良手法の普及に応用することを

目的とする。 

101,128 

18 
乳牛の乳房炎発症予防

手法開発事業 
国立大学法人 東北大学 

この事業は、酪農業における喫緊の課

題である乳牛の乳房炎発症の予防を

図るため、乳房炎発症あるいは抗病性

に関わる乳汁中因子の乳房炎発症と

の関連性について牛群を用いて遺伝

的影響を検証し、プロバイオティクス

飼料給与等の免疫能向上を融合した

乳牛の乳房炎に対する抗病性改善・乳

生産性向上に関する検証を行う。さら

117,120 



- 63 - 

 

に、抗生剤に依存しない飼養管理手法

の改善による総合的な乳房炎発症予

防法のための指針を確立することを

目的とする。 

19 
牛ガラス化胚の新規移

植法開発・実用化事業 

学校法人北里研究所 北里

大学 

この事業は、牛ガラス化胚の移植は融

解後の生存性は極めて高いが、胚融解

に顕微鏡下での操作が必要となるた

め、牛胚移植への応用は困難とされて

きたことから、酪農・畜産農家でのガ

ラス化胚の簡便な融解・移植法を開発

し、移植後の受胎率の大幅な向上を図

ることを目的とする。 

33,823 

20 
牛体外受精胚の高品質

化技術開発事業 
国立大学法人 岩手大学 

この事業は、畜産現場における肥育・

繁殖・乳生産用素牛の安定生産と生産

コストの低減を図るため、牛体外受精

胚(以下、「IVF 胚」という。)の遺伝子

発現動態(遺伝子発現プロファイル)

解析による牛 IVF 胚の品質評価法を

確立する。そして、それらを用いた

IVF 胚の体外発生培地に添加する成

長因子の種類及び添加濃度の検討並

びに、遺伝子発現プロファイルを正常

化できる新規体外発生培地の開発を

行うことにより、低い受胎性と産子の

過大化という積年の課題を克服する

高品質 IVF 胚の作出技術を開発する

ことを目的とする。 

44,758 

21 
蜜蜂飼料（代用花粉エコ

フィード）の開発事業 
大阪府立園芸高等学校 

この事業は、輸入に頼っている養蜂用

ミツバチ飼料（代用花粉）として、酒

粕等の食品廃棄物を主原料としたオ

リジナルの国産代用花粉を製造し、ミ

ツバチへの給餌試験を行い国産の代

用花粉エコフィードとしての有効性

を確認するとともに、その成果につい

て関係機関等への情報提供を行い養

蜂業界へ普及することを目的とする。 

3,450 

22 
和牛受精卵生産管理シ

ステム開発事業 

全国農業協同組合連合会

（代表機関） 

公益社団法人 畜産技術協

会 

この事業は、我が国の和牛の遺伝資源

を保護し、更なる和牛の価値を向上さ

せるため、極低温下（マイナス 196℃）

の液体窒素タンク内で保管されるス

トローの実在庫を容易に確認するこ

とが極めて重要であることから、極低

温下でも動作する IC タグを用いて、

液体窒素タンク内の受精卵ストロー

を集合検知できる仕組みを開発し、和

牛受精卵の生産管理システムを構築

することを目的とする。 

29,418 

23 
ウシMHC領域インピュテ

ーション法の開発事業 

学校法人十文字学園 十文

字学園女子大学 

牛白血病（MHC）を含む重要な疾患責

任遺伝子が多数存在するが、この事業

では高度な多型制に富むことから解

析が極めて困難であったウシの MHC

領域の多型情報を、高密度 SNP の型判

定データを用いて予測する BoLA イン

ピュテーション法を構築する。また、

BLV に感染し発症した牛と感染した

76,890 
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にもかかわらず健康な牛のｻﾝﾌﾟﾙを用

いて新しい予測方法の検証を行い、リ

スク遺伝子・多型を同定する高速度遺

伝子診断技術を確立することを目的

とする。 

24 
黒毛和牛の魅力創出技

術の構築事業 
国立大学法人 神戸大学 

この事業は、黒毛和種固有の肉質の魅

力を創出して、黒毛和牛の「肉質と脂

質の質」の優位性キメの細かい脂肪交

雑、脂肪の融点の低さに着目し、脂肪

交雑の微細な組織構造、融点に関わる

脂質の分子組成の解析方法を開発し、

黒毛和種と他の肉専用種の部位毎の

違いを検討する。さらに、研究活動を

通して、畜産関係者と連携や海外大学

と大学間交流を図り、特別セミナーの

開催による国産畜産物に関する情報

発信を行うことを目的とする。 

12,158 

25 

免疫活性化で受胎性を

高める牛受精卵移植法

事業 

国立大学法人 帯広畜産大

学 

この事業は、和牛生産農家の経営基盤

を安定させ、生産体制の強化に資する

ため、受精卵を異物と見なさず寛容す

る受卵牛の免疫環境を整えることで

受精卵移植（以下、「ET」という。）に

よる受胎率を向上させる移植法を構

築し、大規模 ET 試験で経済効果と合

わせて検証を行い、技術体系として実

用化を図ることを目的とする。 

96,709 

26 
黒毛和種の強化ゲノム

情報の改善・活用事業 

公益社団法人 畜産技術協

会（代表機関） 

国立大学法人 東京大学 

国立大学法人 琉球大学 

黒毛和種の育種改良がゲノム育種価

の利用によりスピードアップが期待

される一方で、劣性遺伝子病の発生が

危惧されるため、遺伝的不良形質の迅

速かつ確実な抑制が必須であること

から、この事業ではこれまでの事業で

整備されてきた黒毛和種ゲノムデー

タベースを利用して黒毛和種遺伝子

の有害変異を効率的に特定する手法

の開発を行う。さらに、これに必要と

なる遺伝子情報基盤の改善整備を行

うため各種解析を行い、継続的に不良

遺伝子を特定可能とする育種改良体

制を構築することを目的とする。 

148,024 

27 
すす紋病抵抗性品種選

抜マーカー開発事業 

一般社団法人 日本草地畜

産種子協会 

この事業は、全国的に重要病害となっ

ている飼料用トウモロコシすす紋病

の更なる対策の強化を図るため、本病

の抵抗性遺伝子を特定するＤＮＡマ

ーカーを開発することにより、品種育

成においてトウモロコシすす紋病に

強い抵抗性を持つ遺伝子を効率的に

付与することを可能にする。さらに、

海外導入品種におけるトウモロコシ

すす紋病抵抗性品種の選定を効率化

し、優良品種普及の迅速化による飼料

自給率の向上に寄与することを目的

とする。 

54,404 

28 
安定多収・環境耐性ライ

グラス品種開発事業 

一般社団法人 日本草地畜

産種子協会 

畜産物生産費の過半を占める飼料費

の低減による安定的な畜産経営を図 132,026 
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るためには、国産飼料作物の作付け拡

大や栄養単収の向上による飼料増産

が喫緊の課題である。この事業は、牧

草の中でも特に高栄養なライグラス

類について、多様な環境リスク下でイ

タリアンライグラスの倒伏耐性、いも

ち病抵抗性、ペレニアルライグラスの

越冬性、雪腐病抵抗性においても安定

多収性を示す環境耐性品種の開発・普

及を促進することを目的とする。 

29 

飼養技術の最適化と消

費者評価による国産豚

肉の競争力強化事業 

学校法人 近畿大学 

国産豚肉が輸入肉と競争するために

は高付加価値化が急務であり、肥育豚

の脂肪交雑の向上を図るために、アミ

ノ酸比率法（肥育成績を低下させず脂

肪交雑を向上させる技術）が開発され

ている。しかし、未だ脂肪交雑を再現

性良く向上させる詳細条件や経営面

での技術評価には課題が残ることか

ら、この事業ではアミノ酸比率法の詳

細な条件確立及び肥育飼養成績と生

産物の脂肪交雑以外の品質の違いの

解明、画像解析、消費者調査等から技

術評価を行い、脂肪交雑向上技術の最

適な導入条件を生産者にガイドライ

ンとして示すことを目的とする。 

66,646 

30 
肉用牛の高度生産体系

確立・普及事業 

一般社団法人 家畜改良事

業団 

肉用牛の枝肉形質や脂肪酸組成等の

育種価評価技術の開発、その表型値な

どのデータの蓄積等が近年、拡大し、

これらの技術や情報を駆使すれば肉

用牛生産の合理化や輸入牛肉との差

別化等が飛躍的に進むにもかかわら

ず、これらの検証が行われず十分に活

用されていない。そこで、この事業は

追加的な調査研究により期間短縮型

肥育や交雑種牛肉の差別化など革新

的な生産体系の確立とその普及を図

り、肉用牛生産の国際競争力の強化に

資することを目的とする。 

88,344 

31 

新たな食肉産地モデル

形成に向けた調査研究

事業 

根釧酪農畜産振興会 

この事業は、国が進める和牛増頭施策

に沿って根釧の酪農地域が一体とな

り乳肉複合での肉用牛増産と食肉生

産を強化する次世代型生産・経営モデ

ル構築を目指した調査研究に取り組

むとともに、技術モデルの他地域への

水平展開につなげ、わが国の酪農振興

に資することを目的とする。 

39,416 

32 
混合堆肥の利用拡大普

及事業 

一般財団法人 畜産環境整

備機構 

この事業は、令和元年 10 月の肥料取

締法改正で化学肥料と堆肥を混合し

た肥料（以下、「混合堆肥」という。）

が届出のみで生産可能となり、より一

層堆肥を使った肥料の開発利用が見

込めるようになったことから、農家の

利用拡大・普及を図るため、混合堆肥

の肥効特性と施肥設計法を開発し、作

物栽培でその妥当性を検証するとと

97,209 
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もに、「混合堆肥複合肥料」に混合す

る牛ふん堆肥の適正な品質を明らか

にし、その試作品を製造し、情報を提

供することを目的とする。 

33 
畜産臭気の不快度軽減

技術開発普及事業 

一般財団法人 畜産環境整

備機構 

この事業は、畜産現場の悪臭苦情低減

については、これまで臭気強度及び臭

気濃度を低減する技術を開発し様々

な対策を講じているが、畜産経営と一

般住民居住場所の近接化が益々進み、

不快感を訴える臭気苦情問題が深刻

化しているため、従来の臭気強度等に

加え、臭いの不快性まで考慮した臭気

対策が必要となっていることから、臭

気低減資材や浄化槽処理水等を活用

して、コスト低減に配慮した臭気の不

快度軽減技術を開発し普及すること

を目的とする。 

114,889 

34 
和牛経産牛肉の機能性

成分等分析事業 

一般社団法人 全国肉用牛

振興基金協会 

この事業は、和牛経産牛を活用した和

牛肉の新たな高付加価値化による収

益性の向上を図るため、和牛繁殖雌牛

を再肥育して生産された牛肉等の理

化学分析やそのデータの蓄積・分析等

を行う。また、慣行肥育で生産された

和牛肉や、輸入牛肉との成分比較等を

行うことで、その特長や課題を科学的

に解明するとともに、飼養管理技術の

向上に向けた肥育実証試験等の実施

を通じて、特長ある和牛肉の評価改善

に向けた検討や消費者ニーズに対応

した和牛肉の供給体制の構築を図る

ことを目的とする。 

66,911 

35 
和牛の地域特性活用ゲ

ノム選抜定着化事業 

公益社団法人 畜産技術協

会 

この事業は、和牛の SNP 情報を用いた

ゲノミック評価の技術の精度向上及

びこれに不可欠なデータの蓄積のた

め、実技の研修、分析・解析に係る経

費の支援等により技術の高度化・加速

化に資する。また、新たな有用形質と

その評価法、地域ごとの育種改良や遺

伝的多様性の確保等へのＳＮＰ情報

の活用について検討し、セミナー等で

畜産関係者や生産者への啓発・普及を

図ることを目的とする。 

118,677 

36 

産業動物臨床分野卒後

教育モデルカリキュラ

ムの実証事業 

国立大学法人 宮崎大学 

この事業は、事業実施主体が開発した

産業動物臨床獣医師に対するプロト

タイプの卒後教育カリキュラムを、ア

ジア等で発生が続くアフリカ豚熱や

国内発生した豚熱の越境性家畜伝染

病等の最新の知見や、獣医療の最新技

術等への的確な対応を可能とする内

容に修訂するとともに、全国の獣医系

大学が連携して実施する卒後教育体

制構築のための検討を行うことを目

的とする。 

7,801 

37 
酪農における飼養管理

改善対策事業 
乳用牛群検定全国協議会 

この事業は、今後の国際競争が激化す

ると考えられる我が国の酪農におい 98,971 
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て、生産コストの削減による生乳生産

の効率化を図るため、飼料の有効利用

を促進する情報を農家に提供し、無駄

な飼料給与を徹底的に削減するとと

もに、農家に毎月届けられている牛群

検定成績を最新の情報処理技術を駆

使した理解しやすい内容に加工し提

供することにより、農家自身が情報を

有効活用できることを目的とする。 

38 
シェフと伝える持続型

畜産確立事業 

一般社団法人 全日本・食

学会 

この事業は、畜産経営において、環境

負荷や低エネルギー、アニマルウェル

フェアなどに配慮した持続型畜産物

生産を目指している生産者の活動を

被災地も含めて支援するため、国内の

シェフがこれらの畜産物の特徴を活

かしたメニューを提案し、試食会等を

通して情報を発信し、消費者への理解

を広げることを目的とする。 

23,575 

39 
国産牛肉の差別化・競争

力強化対応調査事業 

公益社団法人 日本食肉格

付協会 

我が国の肉用牛経営は、TPP11、日欧

EPA、日米貿易協定等の国際環境のな

かで、和牛肉は輸入品との差別化がで

きるものの、その他の牛肉は、輸入チ

ルド牛肉に対抗するための差別化の

推進が喫緊の課題である。この事業で

は国産牛肉の競争力強化に向けて、生

産者の改良推進や生産技術改善の取

組に資する部分肉歩留、脂肪組成や肉

色等の高精度かつ客観的な評価手法

を開発することを目的とする。 

91,829 

40 
牛呼吸器病症候群制御

のための事業 
国立大学法人 東京大学 

この事業は、ウシの重要疾患である牛

呼吸器病症候群（以下、「BRDC」とい

う。）の効果的な制御を図るため、そ

の原因として D 型インフルエンザウ

イルス（以下、「FluD」という。）がな

り得ると考えられること、日本にも

FluDが広範囲に侵淫しBRDCと関連し

ていることを事業実施主体として明

らかにしている。そのため、精密な疫

学解析による科学的知見を基にワク

チン株をリバースジェネティクス法

によりデザインし、動物による前臨床

試験を実施し、BRDC を効果的に制御

しうる FluD ワクチンの開発を目指す

ことを目的とする。 

33,354 

41 

豚呼吸器病早期発見の

ための AI 耳標センサ研

究開発事業 

公立大学法人 広島市立大

学 

この事業は、豚の感染症である呼吸器

病の早期発見を図るため、豚の耳標に

体内伝導音センサと小型 FM 無線装置

を付けた耐久性が高く安価な装置を

開発するとともに、罹患判断に有効な

パラメータを AI で探索し、畜産農家

が使いやすい AI 疾病判定耳標の実用

化を目指すことを目的とする。 

47,133 

42 
馬伝染性子宮炎自衛防

疫普及促進事業 

公益社団法人 日本軽種馬

協会 

この事業は、馬伝染性子宮炎(以下

「CEM」という。)の国内への再侵入防

止及び蔓延防止のため、防疫監視体制

38,521 
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を維持し国内初供用牝馬及び子宮内

膜炎等の本病を疑う症状を呈した牝

馬を対象に PCR 検査を実施するとと

もに、各地で本病の講習会を実施し、

軽種馬の安定的生産を図ることを目

的とする。 

43 乗用馬防疫推進事業 
公益社団法人 全国乗馬倶

楽部振興協会 

この事業は、馬インフルエンザ等馬伝

染性疾病の防止を図るため、乗馬クラ

ブ等で飼養されている乗用馬に対し、

馬インフルエンザ、日本脳炎及び破傷

風の 3 つの馬伝染性疾病の予防措置

としてのワクチン接種の的確な実施

を推進することを目的とする。 

36,144 

44 

大学連携による家畜防

疫に関する知の集積事

業 

国立大学法人 宮崎大学 

口蹄疫、高病原性鳥インフルエンザの

発生を受け、各獣医系大学に家畜感染

症研究機関が設立されている中、2018

年に実施主体が主導となり重要家畜

感染症の共同研究・教育体制の構築を

目的とした「産業動物防疫コンソーシ

アム」を組織(7 大学加盟)しており、

本コンソーシアムの更なる体制強化

を図るため、この事業では各機関の特

色を活かして有機的に連携し、防疫に

関する情報データベース及びネット

ワークを構築することを目的とする。 

25,904 

45 

アジア地域臨床獣医師

等総合研修及びネット

ワーク構築事業 

公益社団法人 日本獣医師

会 

この事業は、自国の家畜衛生の向上及

び我が国への越境性感染症等の侵入

防止を図るため、口蹄疫、ASF 等の越

境性感染症や人獣共通感染症が常在

化しているアジア諸国で家畜の診療・

防疫業務等に従事する臨床獣医師等

を我が国に招聘し、獣医学系大学等に

おいて先端的知識・技術を含む臨床業

務等を修得させるとともに、研修修了

獣医師と常時の情報交換及び連携・協

力体制を構築し、アジア各国における

継続的かつ効果的な防疫活動に資す

ることを目的とする。 

266,126 

46 
野生獣衛生推進体制促

進事業 
家畜衛生対策推進協議会 

近年、野生獣に係る衛生問題として、

公衆衛生面ではジビエ増加に伴う E

型肝炎等の人獣共通感染症が憂慮さ

れているとともに、畜産においては

CSF 等の家畜伝染病の伝播拡散が飼

養衛生管理上問題となっている。その

ため、これまで野生獣対策として地域

協議会の構築、獣肉処理施設等での衛

生実態調査、侵入防止対策の普及等を

進めてきているが、衛生問題がさらに

深刻化していることから、この事業

は、野生獣の衛生実態調査を推進し、

情報発信及び衛生対策の普及啓発を

図ることを目的とする。 

145,698 

47 
馬伝染性疾病防疫推進

対策事業 
公益社団法人 中央畜産会 

この事業は、馬の生産振興に大きな影

響を及ぼす馬インフルエンザ、馬鼻肺

炎等伝染性疾病の発生防止、育成馬及

204,187 
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び生産地繁殖雌馬の損耗防止の観点

から日本脳炎、破傷風、馬ゲタウイル

ス感染症等疾病に対する免疫の確保、

維持・構築を図るため、生産者等と一

体となったワクチン予防接種等を推

進することにより、安定した馬の生産

及び畜産の振興に資することを目的

とする。 

48 
馬飼養衛生管理特別対

策事業 
公益社団法人 中央畜産会 

この事業は、多様化している馬の飼養

衛生管理の充実強化を図るため、地域

の馬獣医療を担う獣医師の衛生管理

技術の向上や、疾病の早期診断や病性

鑑定技術の保持・向上を図るととも

に、競走馬以外の馬飼養衛生管理につ

いての総合的馬自衛防疫体制の確立

を目的とする。 

46,089 

49 
臨床獣医師防疫体制強

化事業 
公益社団法人 中央畜産会 

この事業は、家畜疾病の早期発見及び

早期防疫対応を的確に実施するため、

感染症の診断と治療、防疫と飼養管理

の指導に携わる産業動物臨床獣医師

に対し海外悪性伝染病等の診断に必

要な技術研修等を実施し、防疫体制強

化と意識の向上を図ることを目的と

する。 

138,450 

50 
地域豚疾病低減対策強

化事業 
公益社団法人 中央畜産会 

この事業は、最近の国際競争の激化や

国内でのＣＳＦの発生、隣国のＡＳＦ

などの悪性伝染病の流行も踏まえ、養

豚農場の衛生管理を徹底し、生産性を

著しく阻害するＰＥＤ・ＰＲＲＳ・Ａ

Ｄなどの疾病の発生低減を図るため、

国内豚主要生産地域の農場を含む自

衛防疫組織が、生産性を阻害する疾病

の発生低減・排除に取組む対策を計画

立案し、防疫対策などを行うことを目

的とする。 

235,438 

51 

飼養衛生管理徹底等に

よる養豚産業基盤強化

事業 

一般社団法人 日本養豚協

会 

養豚産業がＣＳＦ対応、ＡＳＦ侵入防

止等の防疫対策、ＴＰＰ、日ＥＵ経済

連携協定及び日米貿易協定による輸

入豚肉の増加等の厳しい状況下にあ

ることから、この事業では生産者を中

心として養豚産業の関係者が参集し

養豚産業基盤強化推進委員会を立ち

上げ、ＣＦＳやＡＦＳ等の疾病問題を

共有し､全戸調査・指導による衛生管

理の徹底等を図る。併せて、国内の生

産レベル向上のための環境問題改善

技術やＣＴ等先端技術調査、国産豚肉

の消費拡大のための優位性等の調査、

生産者や消費者への情報提供を行い、

輸入に対抗した国産豚肉の生産安定

を図ることを目的とする。 

42,195 

52 
スマート都市養蜂シス

テムの研究開発事業 

国立大学法人 電気通信大

学 

この事業は、都市のビルの屋上等を利

用して行われる養蜂に、IoT と AI 技

術を導入したスマート都市養蜂シス

テムを開発するため、センサやカメラ

7,668 
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により巣箱の温湿度や重量データそ

して動画を解析し、スマートフォンで

遠隔監視するとともに、巣箱内部の異

常や外敵の襲来の検知、採蜜時期の判

断などを可能とするシステムを開発

する。さらに、持続可能な都市環境整

備への貢献に向けて、屋上を利用した

水耕栽培による都市農業との有用性

も併せて検討することを目的とする。 

53 
人工知能による牛体外

受精卵の自動評価事業 

国立大学法人 東京農工大

学 

牛の体外受精卵の受胎率は体内受精

に比べ低く、過大死による難産・死産

等の事故も多いことから、この事業で

は生育可能な牛体外受精卵を客観的

かつ高精度に選別し、子牛の生産性向

上を図るため、体外受精卵の生育状況

を継続的に記録する TCL(タイムラプ

スシネマトグラフィ)画像と未経産牛

への移植成績をディープラーニング

技術を利用し、卵の生育成否予測バイ

オマーカーを探索するとともに、当該

マーカーを利用した生育可能卵の自

動選別システムを開発することを目

的とする。 

96,039 

54 

画像診断に基づいた牛

の蹄形および削蹄法に

関する研究事業 

国立大学法人 岩手大学 

この事業は、牛の護蹄管理の適正化に

よりウェルフェアレベルの向上を図

るため、ＣＴ、ＭＲＩ、超音波、Ｘ線

および高速度カメラ連動加速度セン

サなどの画像診断を駆使し牛の機能

的削蹄の目安を設定する。また、変形

蹄・過長蹄における趾骨と蹄角質との

位置関係や趾骨の変性などを明らか

にすることを目的とする。 

16,534 

55 

生殖器奇形原因遺伝子

保因牛の鑑別と淘汰技

術開発事業 

国立大学法人 東京大学 

この事業は、乳用牛の受胎率の向上を

図るため、先天性の生殖器奇形である

ミュラー管融合不全が、受胎率を低下

させることが明らかとなったことか

ら、ミュラー管融合不全の原因遺伝子

（ＳＮＰとその近傍遺伝子）を特定す

ることを目的とする。 

28,587 

56 
放牧地温暖化影響評価

モデル構築事業 
国立大学法人 北海道大学 

この事業は、畜産分野からの温室効果

ガス（以下、「GHG」という。）の削減

を図るため、国内放牧地の乳肉生産性

に対する地球温暖化影響評価モデル

を構築し、生産性と温暖化抑制を両立

する管理モデルを提案する。さらに、

そのモデルに組み込む食べ残し牧草

や排せつ物の炭素貯留への寄与並び

に GHG 排出係数を明らかにし、国内放

牧地における温暖化緩和効果を見え

る化することを目的とする。 

42,630 

57 

受精卵による障がい者

乗用馬等の生産法確立

事業 

国立大学法人 帯広畜産大

学 

障がい者乗用馬及び在来馬に対する

人工授精・受精卵移植技術を活用した

効率的生産を図るため、これらの技術

の普及定着に向けて、受精卵移植技

術、代理母馬の集団飼養と受精卵の遠

100,546 
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隔輸送移植、馬凍結受精卵作成技術を

確立し、受精卵を用いた生殖補助医療

を発展させることを目的とする。 

58 

蜜蜂のダニ寄生とウイ

ルス感染率の実態調査

事業 

一般社団法人 日本養蜂協

会 

この事業は、我が国の養蜂業におい

て、蜜蜂のウイルス感染を防除し、蜂

蜜などの畜産物の安定生産並びに花

粉交配用蜜蜂の安定供給に寄与する

ため、ミツバチヘギイタダニ及びダニ

寄生による蜜蜂のウイルス感染につ

いての実態調査を行い、その調査結果

を養蜂家及び関係機関等に提供する

ことを目的とする。 

3,906 

59 
初生ひな鑑別師養成・鑑

別技術向上事業 

公益社団法人 畜産技術協

会 

肛門鑑別による初生ひな雌雄鑑別は、

日本で開発された畜産技術であるが、

羽毛鑑別の普及により、この技術を有

する鑑別師の高齢化と後継者育成が

問題となっている。この事業では着実

な継承を図るため、養成事業の中での

技術の習得並びに現役鑑別師の技術

を向上させる。また、近年、卵での雌

雄鑑別に取り組む動きが海外で本格

化していることに伴い、今後の初生雛

鑑別事業、ひいては日本国内の養鶏事

情を予測するため、海外調査を行うこ

とを目的とする。 

29,011 

小   計 3,869,756 

 

(注) 上記の各事業は、（公財）全国競馬・畜産振興会を通じて実施するものである。 

 

事 業 名 事業実施主体 事 業 内 容 
実績額 

（千円） 

畜産振興事業附帯事業 

 

本会 学識経験者からなる審査委員会を設

置し、新規事業を選定するとともに、

特定法人において助成金交付業務を

行う。また、学識経験者からなる評価

委員会を設置し、事業評価を行う。 

91,560 

小   計   91,560 

総   計   3,961,316 
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【別表１３】 

ＪＲＡ賞 受賞馬及び受賞者 

１．競走馬部門 

 受賞馬 （馬主） （厩舎） 

年度代表馬 アーモンドアイ （有）シルクレーシング 美浦・国枝  栄 厩舎 

最優秀２歳牡馬 ダノンザキッド ㈱ダノックス 栗東・安田 隆行 厩舎 

最優秀２歳牝馬 ソダシ 金子真人ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱ 栗東・須貝 尚介 厩舎 

最優秀３歳牡馬 コントレイル 前田 晋二 氏 栗東・矢作 芳人 厩舎 

最優秀３歳牝馬 デアリングタクト ㈱ノルマンディーサラブレッドレーシング  栗東・杉山 晴紀 厩舎 

最優秀４歳以上牡馬 フィエールマン （有）サンデーレーシング  美浦・手塚 貴久 厩舎 

最優秀４歳以上牝馬 アーモンドアイ （有）シルクレーシング 美浦・国枝  栄 厩舎 

最優秀短距離馬 グランアレグリア （有）サンデーレーシング  美浦・藤沢 和雄 厩舎 

最優秀ダートホース チュウワウィザード 中西 忍 氏 栗東・大久保龍志 厩舎 

最優秀障害馬 メイショウダッサイ 松本 好雄 氏 栗東・飯田 祐史 厩舎 

特別賞 クロノジェネシス （有）サンデーレーシング  栗東・斉藤 崇史 厩舎 

 

２．調教師・騎手部門 

 ①調教師部門  

   最多勝利調教師  矢作  芳人（栗東） 

   最高勝率調教師  友道  康夫（栗東） 

   最多賞金獲得調教師  矢作  芳人（栗東） 

   優秀技術調教師  矢作  芳人（栗東） 

   特別賞  藤沢  和雄（美浦） 

    

 ②騎手部門  

   最多勝利騎手   Ｃ．ルメール（栗東） 

   最高勝率騎手 川田  将雅（栗東） 

   最多賞金獲得騎手 Ｃ．ルメール（栗東） 

   ＭＶＪ  Ｃ．ルメール（栗東） 

   最優秀障害騎手  森   一馬（栗東） 

   最多勝利新人騎手   該当者なし 
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【別表１４】 

◎地方競馬全国協会を通じた交付金の交付 

【競走馬生産振興業務への交付】 

○ 地方競馬全国協会が行う、軽種馬流通促進・経営基盤強化対策等の「競走馬生産振

興業務」に対し２，３１６，０００，０００円を交付 

【認定競馬活性化計画補助業務への交付】 

○ 地方競馬全国協会が行う、認定都道府県等に対する「認定競馬活性化計画補助業務」

に対し２，７３９，８６３，４９５円を交付 

 


